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仲
人
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
金
一
封

　
　
－
最
高
5
万
円
ー

　
こ
の
制
度
は
、
過
疎
及
び
後
継
者

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
町
が
こ
と
し

か
ら
試
み
た
も
の
で
す
。

　
報
償
金
が
仲
人
さ
ん
に
送
ら
れ
る

条
件
と
し
て
①
結
婚
す
る
方
二
人
の

本
籍
が
松
之
山
町
に
あ
る
方
、
も
し

く
は
ど
ち
ら
か
が
あ
る
②
結
婚
し
た

二
人
が
、
引
続
き
松
之
山
町
に
住
む

と
認
め
ら
れ
る
場
合
。
こ
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
新
婚
さ
ん
の
誕
生
に

貢
献
さ
れ
た
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
つ
の
条
件
に
該
当
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
新
婚
さ
ん
に
は
、
後

ほ
と
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

こ
れ
ら
の
条
件
に
該
当
す
る
か
、
ど

う
か
を
審
査
す
る
た
め
の
委
員
会
を

設
け
、
そ
こ
で
審
査
し
て
最
終
的
に

決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
報
償
金
は
、
最
高
五
万
円
の
範
囲

お
く
や
み

佐
藤
　
タ
イ

志
賀
　
ノ
ブ

高
橋
　
ト
シ

〃
新
一
郎

〃
　
戌
次

鈴
木
　
ハ
マ

吉
川
繁
太
郎

師
（
天
水
越
・
六
院
）

㈹
（
三
桶
・
土
橋
）

㊦①

（
湯
本
・
稲
場
）

㎝
（
天
水
島
・
峰
坂
）

圃
（
中
尾
・
倉
の
袖
）

㈹
（
下
鍛
池
・
屋
敷
）

㈱
（
松
口
・
栄
屋
）

内
で
、
そ
の
ご
苦
労
の
度
合
に
よ
り

決
め
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
一
組
で
も
多
く
の
ヵ
ッ
プ

ル
が
誕
生
す
る
よ
う
仲
人
さ
ん
の
ご

協
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
一
月
か
ら
十
一
月
末
ま
で

に
挙
式
を
済
ま
せ
、
そ
の
実
現
に
ご

努
力
い
た
だ
い
た
方
は
、
次
の
十
四

人
の
方
が
た
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

柳
　
靖
治
　
（
湯
本
・
千
歳
館
V

久
保
田
正
敏
（
松
之
山
・
寿
美
屋
）

相
沢
喜
一
郎
（
小
谷
・
油
屋
）

佐
藤
　
大
治
（
天
水
越
・
倉
峰
）

高
橋
篤
太
郎
（
湯
本
・
入
場
）

小
野
塚
健
一
（
〃
　
・
白
川
屋
）

高
橋
洋
一
（
〃
・
ま
る
た
か
）

福
原
　
一
雄
（
天
水
越
・
酢
屋
）

小
野
塚
辰
太
郎
（
東
川
・
山
木
屋
）

南
雲
　
正
善
（
西
之
前
・
五
香
屋
）

福
原
　
昭
治
（
天
水
越
・
坂
中
）

本
山
　
勝
治
（
田
麦
立
・
宮
下
）

滝
沢
　
恒
三
（
十
日
町
市
）

関
谷
　
哲
郎
（
松
代
町
）

本渡相村高高本佐佐山
山辺沢山沢橋山藤藤岸
　　　　コ
シ健俊喜工成清サ良固
ヨ策雄伸ト信松卜夫

（
順
不
同
）

㈹
（
兎
口
・
新
宅
）

励
（
湯
之
島
・
石
屋
）

㈹
（
天
水
島
・
せ
ぎ
）

圃
（
田
麦
立
・
鉄
京
）

姻
（
天
水
島
・
呂
久
）

禰
（
北
浦
田
・
古
坂
）

㈹
（
坪
野
・
岩
入
）

圃
（
小
谷
・
益
田
屋
）

㈹
（
湯
山
・
東
屋
）

⑳
（
湯
本
・
大
工
）

；おしらせおしらせおしらせおしらせ

いただきますが、この証紙は財務事

務所にはなく、銀行で販売していま

す。

　　　　一上越財務事務所

　　　　　智上越（25）一2211一

交通事故の無料相談

　自動車保険請求相談センターでは

交通事故の無料相談を行っています

とき／午前9時30分～午後4時30分

まで（土曜日は正午まで）ところ／

新潟自動車保険請求相談センター麿

新潟（25）1851（新潟市本町通7－1082

興亜火災新潟支店ビル5階）

　「県史∫東頸の自然」はいかが

　「新潟県史」全37巻のうち、①上

越②中越③佐渡④文献の各4冊が、

来年3月末に刊行します。お申込み

は2月末日までに県総務部県史編さ

ん室へ。

　「東頸の自然」……町内の自然を

知るガイドブックとして好評。価格

／700円（送料160円）申込み／理

科教育センター（台安塚（2）2209）…

いずれも詳しいことは、町議会事務

局へ（行3131内線53）

印かん登録証を忘れずに．＿お
　　　　　　　　　　　　　　　　し

印かん証明の方法を！月1日ヵ3らら

新方式（チラシで躁内のとおり）せ

で行います。証明書の交付を受る方

は・「印かん登録証」を必ずご持参お

下さい・　　　　　　　　し

再赴任バスの申込みは洞2目ら
東京・名古屋方面にバスを出しませ

す。

申込み一1月2日、午前9時～午　　お

後3時までに役場へ（台3131）※受し

付は当日のみです。　　　　　　　　ら

料金一1座席にっき・東京4・100せ
円。名古屋4，800円です。出発日一

轟騨叢論耀
躍、鰍農騰蒙禦ら
※新山、三看地域の方は、役場前にせ

ご集合下さい。
　　　　　　　　　　．　　　お
納税証明書樋200円1一し
建設業の登録などに必要な「納税ら

証明書」の交付手数料が・12月1日せ

から1枚につき200円になりました

　この手数料は、収入証紙で納めて

若
井
　
ト
イ
　
圃
（
小
谷
・
越
峰
）

新
婚
さ
ん

　
吉
川
孝
（
湯
本
・
吉
村
屋
）

叫
客
。
柿
之
木
）

盤
黛
概
購
璽

総嶋傭

㌘
－
戴
舘
）

轟
鞠
無
翫
群

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
r
、

松滝
沢沢

末佳
美長

貧天
揚水
申趣
ナ反

中小
）坂
　1＿

村
山
　
　
智
（
湯
本
孟
知
の
二
男
）

う
ぶ
声

村
山
　
由
美
（
古
戸
・
友
義
の
長
女
）

相
沢
　
政
徳
（
小
谷
童
美
の
長
男
）

田
辺
　
隆
之
（
松
之
山
・
広
文
の
二
男
）

小
野
塚
　
稔
（
東
川
・
秀
一
の
二
男
）

長
崎
　
好
秀
（
藤
倉
ら
ゆ
子
の
長
男
）

島
田
　
　
怜
（
天
水
島
二
の
長
男
）

田
中
　
　
勉
（
西
之
前
・
富
士
雄
の
長
男
）

布
施
　
洋
一
（
黒
倉
・
彦
治
の
長
男
）

小
野
塚
　
恵
（
東
川
・
徳
一
の
二
女
）
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は
し
よ

り
な
る

く
手
作

づ
両

町
ζしで料理を
5ようなもの．．．．．．

　この大雪の中にある松之山町は、町全体が身障者であるとい

えないでしょうか。にもかかわらず、私たちはとかく「この雪

さえなければ・…一・」とつい思ってしまいます。しかし、雪さえ

なければ、という発想からは、町の将来を考える何の名案も出

てくるわけはありません。

　
昭
和
二
十
年
以
来
と
い
う
大
豪
雪

に
依
っ
て
、
昭
和
五
十
六
年
は
明
け

ま
し
た
。
昨
年
の
冷
夏
冷
害
に
続
く

こ
と
し
の
大
雪
に
は
、
大
方
の
町
民

の
皆
さ
ん
は
自
ら
の
ふ
る
里
を
い
さ

さ
か
恨
め
し
く
思
っ
て
お
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
．
月
七
日
に
守
門
村
で
雪
崩
に
よ

る
八
人
の
死
亡
事
故
、
き
よ
う
十
八

日
湯
之
谷
村
で
ま
た
発
生
、
老
人
ホ

ー
ム
と
民
家
が
一
戸
飲
ま
れ
、
六
人

の
死
亡
と
七
人
の
重
軽
傷
を
負
う
事

故
、
ほ
ん
と
う
に
他
人
ご
と
な
ら
ぬ

心
配
で
す
。

　
「
寒
」
が
明
け
る
ま
で
は
ま
だ
二

十
日
以
上
、
”
毎
日
毎
日
が
祈
る
よ
う

な
気
持
”
と
は
今
日
こ
の
ご
ろ
の
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
一
月
十
二
日
の
夜
、
今
冬
二
度
目

の
大
雪
警
報
が
出
さ
れ
て
お
り
、
外

は
し
ん
し
ん
と
い
つ
果
て
る
と
も
な

い
粉
雪
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

　
夜
八
時
か
ら
の
N
H
K
テ
レ
ビ
番

組
は
、
わ
た
し
に
あ
る
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
両
肩
か
ら
手
と
い
う
も
の
が
全
然

な
い
サ
リ
ド
マ
イ
ド
少
女
の
七
歳
か

ら
二
十
歳
ま
で
の
十
四
年
間
の
密
着

記
録
で
す
。

　
足
で
字
を
書
き
、
足
で
洗
た
く
を

し
、
料
理
を
作
り
、
そ
し
て
タ
イ
プ

を
打
つ
吉
森
こ
ず
え
さ
ん
の
姿
で
す

　
彼
女
は
こ
と
さ
ら
薬
害
を
告
発
す

る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
福
祉
の
盲
点

を
訴
え
る
の
で
も
な
く
、
「
わ
た
し
に

手
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
と
考
え
た
こ

と
な
ど
一
度
も
な
い
」
と
淡
淡
と
語

る
眼
も
と
の
す
が
す
が
し
い
短
大
生

で
し
た
。

　
こ
の
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
素
直

に
受
入
れ
て
、
し
か
も
中
学
か
ら
高

校
、
大
学
へ
と
勉
学
に
励
み
、
人
に

勧
め
ら
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
行
き

同
病
の
人
び
と
と
交
際
を
広
め
て
い

く
、
そ
の
た
く
ま
し
さ
と
い
う
か
、

若
さ
と
い
う
も
の
に
、
わ
た
し
は
つ

い
眼
頭
が
熱
く
な
る
の
を
禁
じ
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
大
雪
の
中

に
あ
る
松
之
山
は
、
町
全
体
が
身
障

者
で
あ
る
、
と
い
え
な
い
で
し
よ
う

か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は

と
か
く
「
こ
の
雪
さ
え
な
け
れ
ば
…

…
」
と
つ
い
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
雪
さ
え
な
け
れ
ば
、
と
い

う
発
想
か
ら
は
、
町
の
将
来
を
考
え

る
何
の
名
案
も
出
て
く
る
わ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
仮
に
出
て
く
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ

か
ら
の
逃
避
感
、
脱
落
者
の
繰
り
言

と
な
り
、
過
疎
化
を
進
め
る
だ
け
で

し
よ
う
。

　
お
互
い
松
之
山
町
に
住
む
以
上
、

”
雪
さ
え
な
け
れ
ば
”
と
考
え
る
こ

と
を
止
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
そ
し
て
、
雪
を
持
つ
身
障
者
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
こ
れ
を
乗
越

え
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

魚
沼
口
の
閉
鎖
は

　
　
　
　
今
冬
か
ぎ
り

　
ま
ず
第
一
に
地
す
べ
り
、
雪
崩
の

危
険
か
所
を
で
き
る
だ
け
無
く
し
、

生
命
の
安
全
を
確
保
し
、
第
二
に
生

活
機
能
の
維
持
の
面
か
ら
道
路
、
交

通
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
手
が
な
く
て
も
、
足
で
文
字
が
書

け
る
ん
で
す
か
ら
、
雪
の
中
を
車
が

通
れ
な
い
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
道
幅
を
広
げ
、
排
雪
を
可
能
に
す

る
。
た
だ
し
、
河
川
が
広
け
れ
ば
、

の
条
件
が
つ
き
ま
す
が
。

　
そ
れ
は
、
こ
ず
え
ち
ゃ
ん
が
足
を

置
く
サ
ブ
テ
ー
ブ
ル
（
補
助
机
）
が

必
要
と
同
じ
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
水
資
源
で
あ
り
、
観
光
資

源
で
も
あ
る
雪
を
逆
に
利
用
し
て
、

い
く
ら
か
で
も
私
ど
も
の
所
得
が
増

え
る
よ
う
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
待
望
の
豊
原
ト
ン
ネ
ル
が
、
こ
と

し
の
秋
開
通
し
ま
す
。
魚
沼
口
が
冬

期
間
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
の
も
、
こ

と
し
が
最
後
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
と
新
幹

線
の
開
通
は
、
私
ど
も
に
幾
つ
か
の

夢
を
持
た
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
、
が
ん
張
っ
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
（
一
月
十
八
日
記
）
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議決した事件

　　　　……15件
　　補正予算…一……4件

。昭和55年度松之山町一般会計（第5回）

。昭和55年度松之山町国民健康保険特別会計（第

3回）

。昭和55年度松之山町簡易水道事業特別会計（第

3回）

。昭和55年度松之山町農業共済事業特別会計（第

3回）

　　条例の一部改正…　…一・5件

・松之山町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び

費用弁償に関する条例

・松之山町特別職の職員の給与に関する条例

・松之山町教育委員会教育長の給与及び勤務時間

　に関する条例

・松之山町職員の給与に関する条例

・松之山町職員の寒冷地手当の支給に関する1条例

　　条例の制定・………2件
。松之山町昭和55年異常気象災害による被害者に
　　　　　へ対する町民税の減免の特例に関する条例

。松之山町昭和55年異常気象災害による被害者に

対する国民健康保険税の減免の特例に関する条

例

　　そ　の他…・……2件

・松之山町営土地改良事業の施行について

。新潟県上越地域消防事務組合規約の変更につ

　て

　　意見書の提出…2件

　　　…識員提案……

・靖国神社公式参拝に関する意見書の提出につい

　て

。北方領土早期復帰実現に関する意見書の提出に

ついて

　　請願などの受理・………4件

。水田利用再編第二期対策に関する要請について

。町道松口大荒戸線の改良について

。商工会など指導施設建設に対する補助金交付の

陳情について

・浦田地区にスキー場を建設してもらいたい

職，

隙
育
苗
セ
ン
タ
ー
建
設
に
補
助
棚

豪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

12月定例会からひろう

　
町
議
会
定
例
会
は
十
二
月
二
十
三

日
に
招
集
さ
れ
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
負

担
金
七
百
八
十
七
万
円
、
畜
舎
建
設

補
助
金
二
百
五
十
八
万
円
な
ど
総
額

四
千
九
百
九
十
六
万
五
千
円
を
盛
っ

た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

は
じ
め
十
三
議
案
の
ほ
か
、
議
員
提

出
二
議
案
を
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
件
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

κ
雇
夢

定例会・臨時会
　
町
議
会
に
は
、
定
例
会
と
臨

時
会
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
地
方
自
治
法
」
と

い
う
法
律
の
中
で
、
定
例
会
は

年
四
回
以
内
に
限
り
、
町
の
条

例
で
定
め
る
回
数
が
開
か
れ
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
て
「
町
議
会

定
例
会
条
例
」
で
は
、
毎
年
三

月
、
六
月
、
九
月
そ
れ
に
十
二

月
に
開
く
、
と
な
っ
て
い
ま
す

　
ま
ず
、
定
例
会
の
特
徴
は
①

議
員
に
一
般
質
問
が
許
可
さ
れ

る
②
開
催
権
限
は
、
町
長
に
専

属
す
る
③
会
議
に
諮
る
議
案
が

な
く
て
も
、
定
例
的
に
招
集
さ

れ
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
臨
時
会
は
、
必
要
に
応
じ
て

開
く
も
の
で
回
数
に
制
限
は
な

く
、
こ
の
特
徴
は
①
一
般
質
問

が
で
き
な
い
②
議
貝
定
数
の
四

分
の
一
（
松
之
缶
の
場
合
、
五

人
以
上
）
以
上
の
議
貝
が
議
案

と
す
べ
き
議
案
を
示
し
て
、
町

長
に
開
催
を
請
求
で
き
る
③
告

示
し
た
議
案
の
ほ
か
、
急
を
要

す
る
事
件
し
か
議
題
と
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　曽　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　雫　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　曹　　　　　　　　曹　　　　　　　　，　　　　　　　甲　　　　　　　辱　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　，　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　冒　　一　　冒　　冒　一　冒
一暫
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o
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N
ー

は
し
よ

り
な
る

く
手
作

づ
両

町
ζしで料理を
5ようなもの．．．．．．

　この大雪の中にある松之山町は、町全体が身障者であるとい

えないでしょうか。にもかかわらず、私たちはとかく「この雪

さえなければ・…一・」とつい思ってしまいます。しかし、雪さえ

なければ、という発想からは、町の将来を考える何の名案も出

てくるわけはありません。

　
昭
和
二
十
年
以
来
と
い
う
大
豪
雪

に
依
っ
て
、
昭
和
五
十
六
年
は
明
け

ま
し
た
。
昨
年
の
冷
夏
冷
害
に
続
く

こ
と
し
の
大
雪
に
は
、
大
方
の
町
民

の
皆
さ
ん
は
自
ら
の
ふ
る
里
を
い
さ

さ
か
恨
め
し
く
思
っ
て
お
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
．
月
七
日
に
守
門
村
で
雪
崩
に
よ

る
八
人
の
死
亡
事
故
、
き
よ
う
十
八

日
湯
之
谷
村
で
ま
た
発
生
、
老
人
ホ

ー
ム
と
民
家
が
一
戸
飲
ま
れ
、
六
人

の
死
亡
と
七
人
の
重
軽
傷
を
負
う
事

故
、
ほ
ん
と
う
に
他
人
ご
と
な
ら
ぬ

心
配
で
す
。

　
「
寒
」
が
明
け
る
ま
で
は
ま
だ
二

十
日
以
上
、
”
毎
日
毎
日
が
祈
る
よ
う

な
気
持
”
と
は
今
日
こ
の
ご
ろ
の
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
一
月
十
二
日
の
夜
、
今
冬
二
度
目

の
大
雪
警
報
が
出
さ
れ
て
お
り
、
外

は
し
ん
し
ん
と
い
つ
果
て
る
と
も
な

い
粉
雪
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

　
夜
八
時
か
ら
の
N
H
K
テ
レ
ビ
番

組
は
、
わ
た
し
に
あ
る
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
両
肩
か
ら
手
と
い
う
も
の
が
全
然

な
い
サ
リ
ド
マ
イ
ド
少
女
の
七
歳
か

ら
二
十
歳
ま
で
の
十
四
年
間
の
密
着

記
録
で
す
。

　
足
で
字
を
書
き
、
足
で
洗
た
く
を

し
、
料
理
を
作
り
、
そ
し
て
タ
イ
プ

を
打
つ
吉
森
こ
ず
え
さ
ん
の
姿
で
す

　
彼
女
は
こ
と
さ
ら
薬
害
を
告
発
す

る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
福
祉
の
盲
点

を
訴
え
る
の
で
も
な
く
、
「
わ
た
し
に

手
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
と
考
え
た
こ

と
な
ど
一
度
も
な
い
」
と
淡
淡
と
語

る
眼
も
と
の
す
が
す
が
し
い
短
大
生

で
し
た
。

　
こ
の
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
素
直

に
受
入
れ
て
、
し
か
も
中
学
か
ら
高

校
、
大
学
へ
と
勉
学
に
励
み
、
人
に

勧
め
ら
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
行
き

同
病
の
人
び
と
と
交
際
を
広
め
て
い

く
、
そ
の
た
く
ま
し
さ
と
い
う
か
、

若
さ
と
い
う
も
の
に
、
わ
た
し
は
つ

い
眼
頭
が
熱
く
な
る
の
を
禁
じ
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
大
雪
の
中

に
あ
る
松
之
山
は
、
町
全
体
が
身
障

者
で
あ
る
、
と
い
え
な
い
で
し
よ
う

か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は

と
か
く
「
こ
の
雪
さ
え
な
け
れ
ば
…

…
」
と
つ
い
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
雪
さ
え
な
け
れ
ば
、
と
い

う
発
想
か
ら
は
、
町
の
将
来
を
考
え

る
何
の
名
案
も
出
て
く
る
わ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
仮
に
出
て
く
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ

か
ら
の
逃
避
感
、
脱
落
者
の
繰
り
言

と
な
り
、
過
疎
化
を
進
め
る
だ
け
で

し
よ
う
。

　
お
互
い
松
之
山
町
に
住
む
以
上
、

”
雪
さ
え
な
け
れ
ば
”
と
考
え
る
こ

と
を
止
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
そ
し
て
、
雪
を
持
つ
身
障
者
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
こ
れ
を
乗
越

え
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

魚
沼
口
の
閉
鎖
は

　
　
　
　
今
冬
か
ぎ
り

　
ま
ず
第
一
に
地
す
べ
り
、
雪
崩
の

危
険
か
所
を
で
き
る
だ
け
無
く
し
、

生
命
の
安
全
を
確
保
し
、
第
二
に
生

活
機
能
の
維
持
の
面
か
ら
道
路
、
交

通
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
手
が
な
く
て
も
、
足
で
文
字
が
書

け
る
ん
で
す
か
ら
、
雪
の
中
を
車
が

通
れ
な
い
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
道
幅
を
広
げ
、
排
雪
を
可
能
に
す

る
。
た
だ
し
、
河
川
が
広
け
れ
ば
、

の
条
件
が
つ
き
ま
す
が
。

　
そ
れ
は
、
こ
ず
え
ち
ゃ
ん
が
足
を

置
く
サ
ブ
テ
ー
ブ
ル
（
補
助
机
）
が

必
要
と
同
じ
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
水
資
源
で
あ
り
、
観
光
資

源
で
も
あ
る
雪
を
逆
に
利
用
し
て
、

い
く
ら
か
で
も
私
ど
も
の
所
得
が
増

え
る
よ
う
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
待
望
の
豊
原
ト
ン
ネ
ル
が
、
こ
と

し
の
秋
開
通
し
ま
す
。
魚
沼
口
が
冬

期
間
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
の
も
、
こ

と
し
が
最
後
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
と
新
幹

線
の
開
通
は
、
私
ど
も
に
幾
つ
か
の

夢
を
持
た
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
、
が
ん
張
っ
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
（
一
月
十
八
日
記
）
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議決した事件

　　　　……15件
　　補正予算…一……4件

。昭和55年度松之山町一般会計（第5回）

。昭和55年度松之山町国民健康保険特別会計（第

3回）

。昭和55年度松之山町簡易水道事業特別会計（第

3回）

。昭和55年度松之山町農業共済事業特別会計（第

3回）

　　条例の一部改正…　…一・5件

・松之山町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び

費用弁償に関する条例

・松之山町特別職の職員の給与に関する条例

・松之山町教育委員会教育長の給与及び勤務時間

　に関する条例

・松之山町職員の給与に関する条例

・松之山町職員の寒冷地手当の支給に関する1条例

　　条例の制定・………2件
。松之山町昭和55年異常気象災害による被害者に
　　　　　へ対する町民税の減免の特例に関する条例

。松之山町昭和55年異常気象災害による被害者に

対する国民健康保険税の減免の特例に関する条

例

　　そ　の他…・……2件

・松之山町営土地改良事業の施行について

。新潟県上越地域消防事務組合規約の変更につ

　て

　　意見書の提出…2件

　　　…識員提案……

・靖国神社公式参拝に関する意見書の提出につい

　て

。北方領土早期復帰実現に関する意見書の提出に

ついて

　　請願などの受理・………4件

。水田利用再編第二期対策に関する要請について

。町道松口大荒戸線の改良について

。商工会など指導施設建設に対する補助金交付の

陳情について

・浦田地区にスキー場を建設してもらいたい

職，

隙
育
苗
セ
ン
タ
ー
建
設
に
補
助
棚

豪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

12月定例会からひろう

　
町
議
会
定
例
会
は
十
二
月
二
十
三

日
に
招
集
さ
れ
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
負

担
金
七
百
八
十
七
万
円
、
畜
舎
建
設

補
助
金
二
百
五
十
八
万
円
な
ど
総
額

四
千
九
百
九
十
六
万
五
千
円
を
盛
っ

た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

は
じ
め
十
三
議
案
の
ほ
か
、
議
員
提

出
二
議
案
を
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
件
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

κ
雇
夢

定例会・臨時会
　
町
議
会
に
は
、
定
例
会
と
臨

時
会
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
地
方
自
治
法
」
と

い
う
法
律
の
中
で
、
定
例
会
は

年
四
回
以
内
に
限
り
、
町
の
条

例
で
定
め
る
回
数
が
開
か
れ
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
て
「
町
議
会

定
例
会
条
例
」
で
は
、
毎
年
三

月
、
六
月
、
九
月
そ
れ
に
十
二

月
に
開
く
、
と
な
っ
て
い
ま
す

　
ま
ず
、
定
例
会
の
特
徴
は
①

議
員
に
一
般
質
問
が
許
可
さ
れ

る
②
開
催
権
限
は
、
町
長
に
専

属
す
る
③
会
議
に
諮
る
議
案
が

な
く
て
も
、
定
例
的
に
招
集
さ

れ
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
臨
時
会
は
、
必
要
に
応
じ
て

開
く
も
の
で
回
数
に
制
限
は
な

く
、
こ
の
特
徴
は
①
一
般
質
問

が
で
き
な
い
②
議
貝
定
数
の
四

分
の
一
（
松
之
缶
の
場
合
、
五

人
以
上
）
以
上
の
議
貝
が
議
案

と
す
べ
き
議
案
を
示
し
て
、
町

長
に
開
催
を
請
求
で
き
る
③
告

示
し
た
議
案
の
ほ
か
、
急
を
要

す
る
事
件
し
か
議
題
と
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
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計
算
会
畢
般
正
］
補

公
営
結
婚
式
の
た
め
に

婚
礼
セ
ッ
ト
を
用
意

　
歳
　
入

▽
地
方
交
付
税
の
う
ち
、
特
別
地
方

交
付
税
と
し
て
　
　
二
千
二
百
万
円

▽
防
火
水
槽
の
建
設
補
助
金
が
追
加

交
付
に
な
り
ま
し
た
。
四
十
三
万
円

▽
冬
期
集
落
保
安
要
員
の
報
酬
引
上

げ
分
と
し
て
　
　
　
　
二
十
四
万
円

▽
5
5
年
春
季
豪
雪
対
策
補
助
金
と
し

て
　
　
　
　
　
　
三
百
九
十
四
万
円

▽
水
田
利
用
再
編
対
策
特
別
補
助
金

と
し
て
　
　
　
　
　
二
百
五
十
万
円

▽
地
す
べ
り
巡
視
員
設
置
費
委
託
金

と
し
て
　
　
　
　
　
　
＋
七
万
円

　
歳
　
出

▽
議
会
議
員
の
報
酬
引
上
げ
に
よ
る

差
額
と
し
て
　
　
　
　
五
十
一
万
円

▽
町
長
以
下
職
員
の
給
与
引
上
げ
に

よ
る
差
額
と
し
て
六
百
三
十
六
万
円

▽
こ
の
春
退
職
す
る
職
貝
の
勧
奨
退

職
特
別
負
担
金
と
し
て
　
三
百
万
円

▽
町
営
住
宅
建
設
予
定
地
の
暗
き
ょ

排
水
工
事
代
と
し
て
　
　
九
十
万
円

▽
赤
字
地
方
バ
ス
路
線
補
助
金
と
し

て
頸
城
バ
ス
ヘ
　
ニ
百
六
十
九
万
円

▽
畜
舎
建
設
費
補
助
金
と
し
て
（
四

…
…
町
公
民
館
に
常
備
…
…

件
分
）
　
　
　
　
二
百
五
十
八
万
円

▽
町
単
基
盤
整
備
補
助
金
の
追
加
分

　
　
　
　
　
　
　
　
百
七
十
六
万
円

▽
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
整
理
番

号
を
住
民
基
本
台
帳
の
番
号
と
統
一

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
五
十
四
万
円

▽
豪
雪
対
策
補
助
金
三
百
九
十
三
万

五
千
円
に
、
町
が
同
額
負
担
し
て
、

農
協
が
育
苗
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

予
定
で
す
。
　
　
七
百
八
十
七
万
円

▽
冷
害
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
町
有

林
の
枝
打
ち
な
ど
保
育
を
森
林
組
合

労
務
班
に
委
託
し
ま
し
た
。

旗箇　今
ま
で
の
総
額
八
千
七
百
九
万
四

千
円
に
、
三
百
四
十
六
万
八
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

　
住
宅
の
新
築
、
県
道
の
改
良
工
事

が
行
わ
れ
、
給
水
管
の
布
設
替
工
事

手
数
料
が
三
百
四
十
六
万
八
千
円
入

り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
職
員
の
給
与
引
上
げ
な

ど
十
三
万
円
、
修
理
な
ど
維
持
管
理

費
三
百
十
七
万
円
、
松
口
地
区
建
設

　
　
　
　
　
　
　
四
百
四
＋
五
万
円

▽
県
営
事
業
（
道
路
分
）
負
担
金
が

不
足
し
ま
し
た
。
二
百
三
十
八
万
円

▽
建
設
機
械
（
ブ
ル
な
ど
）
車
庫
建

築
工
事
不
足
分
　
　
百
八
十
四
万
円

▽
給
食
従
事
員
の
方
に
年
末
手
当
と

し
て
。
　
　
　
　
　
　
八
十
四
万
円

▽
三
省
小
の
プ
ー
ル
建
設
予
定
地
を

買
収
し
ま
し
た
。
　
　
四
十
五
万
円

▽
松
之
山
小
・
川
平
分
校
の
閉
校
記

念
事
業
に
補
助
し
ま
す
。
　
三
十
万
円

▽
公
民
館
に
公
営
結
婚
用
婚
礼
セ
ッ

ト
を
備
え
ま
し
た
。
　
　
　
三
万
円

松
口
地
区
も
年
金
の
力
を
借
り
ま
し
た

費
の
う
ち
「
国
民
年
金
融
資
標
示
板

・
埋
込
プ
レ
ー
ト
」
な
ど
に
二
十
二

万
円
そ
れ
ぞ
れ
補
正
し
ま
し
た
。

保
　
三
勘
定
と
も
規
模
は

圏
そ
の
ま
ま
・
内
部
補
正

　
第
三
回
の
補
正
で
、
総
額
は
国
保

松
之
山
診
・
浦
田
診
の
各
勘
定
と
も

増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
去
る
十
一
月
三
十
日
で
任
期

が
満
了
し
た
民
生
委
員
の
方
が

た
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
新
た
に
む
こ
う
三
年
間
、
次

の
方
が
た
か
ら
民
生
・
児
童
委

民生・児童委員

あなたの担当は
　　この方です

55．12．1．改選

員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
を

願
っ
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
地
域
の
よ
き
相
談
相
手

と
し
て
力
を
お
借
り
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
（
下
段
は
担
当
区
域
）

樋
口
佐
与
英
さ
ん
松
之
山
・
兎
口

　
　
　
　
　
　
光
間

山
岸
留
作
さ
ん
新
山
・
大
荒
戸

相
沢
　
テ
イ
さ
ん
水
梨
・
小
谷

滝
沢
　
ノ
ブ
さ
ん
下
川
手
・
上
川
手
”

渡
辺
　
市
郎
さ
ん
湯
山

本
山
泉
騨
飾
さ
ん
（
旧
）
湯
本

滝
沢
　
義
夫
さ
ん
（
旧
）
天
水
越

高
橋
　
友
市
さ
ん
（
旧
）
天
水
島

佐
藤
良
道
さ
ん
藤
倉
・
東
川

樋
口
　
義
治
さ
ん
中
尾

小
野
塚
賢
子
さ
ん
上
蝦
池
・
下
蝦
池
、

　
　
　
　
　
　
赤
倉
・
東
山

山
口
　
喜
作
さ
ん
新
田
・
上
の
山
湯

　
　
　
　
　
　
之
島

石
塚
清
丸
さ
ん
中
立
山
・
田
麦
立
㎜

　
　
　
　
　
　
中
原

佐
藤
栄
治
郎
さ
ん
月
池
・
坂
中
・
（
旧
）

　
　
　
　
　
　
崩
田

保
坂
　
ヒ
サ
さ
ん
北
浦
田
・
西
之
前

　
　
　
　
　
　
（
旧
）
樋
田

布
施
源
一
郎
さ
ん
藤
原
・
曽
根
・
黒
倉

涌
井
タ
マ
キ
さ
ん
五
十
子
平
．
坪
野
鱗

　
な
お
、
次
の
方
が
た
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
長
い
間
、
ほ
ん
と
う
に
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

村
山
政
太
郎
さ
ん
（
松
之
山
）

和
久
井
広
吉
さ
ん
（
水
梨
）

佐
藤
　
重
竜
さ
ん
（
天
水
越
）
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職
員
の
給
与
引
上
げ
、
浦
田
診
の

便
所
改
造
費
（
六
十
万
円
）
が
、
主

な
内
容
で
す
。
各
勘
定
と
も
財
源
は

予
備
費
を
充
て
ま
し
た
。

冷害農家に税を減免
　
▽
5
5
年
の
冷
害
で
、
農

名
作
物
に
一
定
額
以
上
の

4
被
害
を
受
け
た
農
家
に

税
町
民
税
、
国
保
税
の
五

醜
＋
五
年
度
分
に
限
り
減

嵐
免
す
る
こ
と
に
な
り
ま

ー
し
た
。

税
町
民
税
は
｝
月
納
期

服
愛
国
保
税
は
＋
二
月

し
か
ら
三
月
の
各
納
期
分

γ
減
免
さ
れ
毛

　
　
な
お
、
該
当
者
を
調

　
査
し
た
結
果
町
民
壷
名

　
国
保
税
四
名
で
し
た
。

共
国
庫
補
助
金
9
6
万
円

農
　
増
え
ま
し
た

　
補
正
額
は
、
百
三
十
八
万
九
千
円

で
、
過
去
二
回
分
と
合
わ
せ
総
額
七

千
二
百
六
十
万
三
千
円
と
な
り
ま
し

条例改正

た
。
補
正
額
の
主
な
内
容
は
、
歳
入

が
事
務
費
国
庫
補
助
金
九
十
五
万
九

千
円
、
建
物
共
済
加
入
増
に
よ
る
雑

利
益
四
十
三
万
円
で
す
。

　
こ
れ
を
職
員
六
名
分
の
給
与
引
上

げ
に
充
て
ま
し
た
。

特
別
職
な
ど
の
報
酬
・
給
与
引
上
げ

　
　
　
　
議
員
・
四
役
…
…
5
6
年
1
月
分
か
ら

　
　
　
　
職
員
－
平
均
“
％
引
上
げ

▽
議
会
議
員
の
報
酬
は
一
月
か
ら
、

保
安
要
員
は
十
二
月
分
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

○
議
長
（
月
額
）
　
十
二
万
六
千
円

○
副
議
長
（
〃
）
　
　
九
万
八
千
円

o
常
任
委
員
長
（
〃
）
九
万
二
千
円

○
議
員
（
〃
）
　
　
　
八
万
八
千
円

※
保
安
要
員
（
〃
）
　
十
万
四
千
円

▽
町
特
別
職
の
給
与
が
一
月
分
か
ら

引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

○
町
長
（
月
額
）
四
十
｝
万
九
千
円

○
助
役
（
〃
）
　
三
十
三
万
五
千
円

○
収
入
役
（
〃
）
三
十
一
万
七
千
円

○
教
育
長
（
〃
）
二
十
九
万
三
千
円

　
　
　
　
　
　
◇

▽
職
員
の
給
与
は
、
四
月
分
か
ら
平

請願書・陳情書の受理

商工会館建設に

　補助金を……

　　一全4件一

均
四
．
六
％
引
上
げ
、
高
卒
の
初
任

給
は
八
万
二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

▽
寒
冷
地
手
当
の
定
率
分
を
十
五
％

引
下
げ
、
定
額
分
を
お
よ
そ
二
倍
に

引
上
げ
ま
し
た
。

●
水
田
利
用
再
編
第
二
期
対
策
に
関

す
る
要
請
に
つ
い
て
▽
松
之
山
町
農

協
組
合
長
理
事
山
岸
英
司
さ
ん
外

●
町
道
松
口
大
荒
戸
線
の
改
良
に
つ

い
て
▽
大
荒
戸
高
橋
伸
さ
ん
外

●
商
工
会
な
ど
指
導
施
設
費
に
対
す

る
補
助
金
交
付
の
要
請
▽
町
商
工
会

長
柳
政
治
さ
ん

●
浦
田
地
区
に
ス
キ
ー
場
を
建
設
し

て
ほ
し
い
▽
地
区
協
議
会
長
竹
内
徳

治
郎
さ
ん
外
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靖
国
神
社
公
式
参
拝
に

　
関
す
る
意
見
書

　
靖
国
神
社
に
は
、
戦
没
者
及
び
国

に
殉
じ
た
多
く
の
英
霊
が
ま
つ
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
英
霊
に
対
し
、

尊
崇
、
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
る
こ
と

は
国
、
国
民
と
し
て
の
当
然
の
責
務

　
　
　
　
　
　
で
あ
り
ま
す
。

議員提案

　
し
カ
し
な
カ
ら

戦
後
靖
国
神
杜
は

国
の
手
を
離
れ
、

天
皇
陛
下
を
は
じ

め
、
内
閣
総
理
大

臣
並
び
に
政
府
関
係
者
の
参
拝
は
す

べ
て
私
的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
、

ま
た
国
賓
に
よ
る
公
式
参
拝
も
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺

憾
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

北
方
領
土
早
期
復
帰

実
現
に
関
す
る
意
見
書

　
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及

び
択
捉
島
の
北
方
領
土
は
、
古
来
わ

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

靖
国
神
社
の
公
式
参
拝
に
ー
、
い
て
格

段
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

い
た
し
ま
す
。

灘

が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
は
、

明
白
な
事
実
で
あ
り
、
そ
の
早
期
復

帰
実
現
は
、
国
民
的
悲
願
と
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
る
に
戦
後
三
十
五
年
の
今
日

い
ま
だ
に
解
決
の
見
通
し
が
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
は
な
は
だ
遺
憾
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、
本
問

題
解
決
の
た
め
左
記
事
項
な
ど
に
最

大
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

　
　
　
　
記

1
国
民
の
世
論
を
背
景
と
し
た
日
ソ

交
渉
を
展
開
し
、
北
方
領
土
早
期
復

帰
の
実
現
を
期
す
る
こ
と
。

2
「
北
方
領
土
の
日
」
を
制
定
し
、

こ
の
日
を
中
心
と
す
る
全
国
民
的
な

啓
発
活
動
の
展
開
を
図
る
こ
と
。

難
語
鷲
轟
聾
嚢
聾
轟
聾
繋
舞
嚢
・
懸
踊
難
蜜
塞
　
灘
覇
燦
饗

灘㎜

霧
磯
饗
嫌
灘
懸
叢

ホ
場
審
錬
μ

　
　
　
　
ー
天
水
越
で
ー

▽
五
十
六
年
度
か
ら
五
十
九
年
度
の

四
か
年
に
わ
た
り
天
水
越
地
内
で
、

ホ
場
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
事
業
量
　
区
画
整
理
　
九
・
六
粉
”

o
事
業
費
（
工
事
費
）
一
億
三
千
万

　
円
。
　
（
事
務
費
）
百
九
十
五
万
円

　
　
合
計
一
億
三
千
百
九
十
五
万
円

○
事
業
主
体
　
松
之
山
町

組
合
議
会
に
議
長
代
衰
も

仲
間
入
り

　
　
　
ー
上
越
地
域
消
防
事
携
組
合
1

▽
組
合
の
議
会
議
員
定
数
が
、
四
名

増
え
て
二
十
三
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
内
訳
は
、
各
市
町
村
長
十
九

名
と
次
の
議
会
議
長
が
新
た
に
加
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
①
上
越
市

②
新
井
市
③
東
・
中
頸
城
郡
町
村
議

会
議
長
会
で
互
選
さ
れ
た
代
表
そ
れ

ぞ
れ
一
名
．

　
　
　
　
　
　
　
饗
礁
鐵
、



ー
寸
o
り
N
l
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計
算
会
畢
般
正
］
補

公
営
結
婚
式
の
た
め
に

婚
礼
セ
ッ
ト
を
用
意

　
歳
　
入

▽
地
方
交
付
税
の
う
ち
、
特
別
地
方

交
付
税
と
し
て
　
　
二
千
二
百
万
円

▽
防
火
水
槽
の
建
設
補
助
金
が
追
加

交
付
に
な
り
ま
し
た
。
四
十
三
万
円

▽
冬
期
集
落
保
安
要
員
の
報
酬
引
上

げ
分
と
し
て
　
　
　
　
二
十
四
万
円

▽
5
5
年
春
季
豪
雪
対
策
補
助
金
と
し

て
　
　
　
　
　
　
三
百
九
十
四
万
円

▽
水
田
利
用
再
編
対
策
特
別
補
助
金

と
し
て
　
　
　
　
　
二
百
五
十
万
円

▽
地
す
べ
り
巡
視
員
設
置
費
委
託
金

と
し
て
　
　
　
　
　
　
＋
七
万
円

　
歳
　
出

▽
議
会
議
員
の
報
酬
引
上
げ
に
よ
る

差
額
と
し
て
　
　
　
　
五
十
一
万
円

▽
町
長
以
下
職
員
の
給
与
引
上
げ
に

よ
る
差
額
と
し
て
六
百
三
十
六
万
円

▽
こ
の
春
退
職
す
る
職
貝
の
勧
奨
退

職
特
別
負
担
金
と
し
て
　
三
百
万
円

▽
町
営
住
宅
建
設
予
定
地
の
暗
き
ょ

排
水
工
事
代
と
し
て
　
　
九
十
万
円

▽
赤
字
地
方
バ
ス
路
線
補
助
金
と
し

て
頸
城
バ
ス
ヘ
　
ニ
百
六
十
九
万
円

▽
畜
舎
建
設
費
補
助
金
と
し
て
（
四

…
…
町
公
民
館
に
常
備
…
…

件
分
）
　
　
　
　
二
百
五
十
八
万
円

▽
町
単
基
盤
整
備
補
助
金
の
追
加
分

　
　
　
　
　
　
　
　
百
七
十
六
万
円

▽
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
整
理
番

号
を
住
民
基
本
台
帳
の
番
号
と
統
一

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
五
十
四
万
円

▽
豪
雪
対
策
補
助
金
三
百
九
十
三
万

五
千
円
に
、
町
が
同
額
負
担
し
て
、

農
協
が
育
苗
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

予
定
で
す
。
　
　
七
百
八
十
七
万
円

▽
冷
害
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
町
有

林
の
枝
打
ち
な
ど
保
育
を
森
林
組
合

労
務
班
に
委
託
し
ま
し
た
。

旗箇　今
ま
で
の
総
額
八
千
七
百
九
万
四

千
円
に
、
三
百
四
十
六
万
八
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

　
住
宅
の
新
築
、
県
道
の
改
良
工
事

が
行
わ
れ
、
給
水
管
の
布
設
替
工
事

手
数
料
が
三
百
四
十
六
万
八
千
円
入

り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
職
員
の
給
与
引
上
げ
な

ど
十
三
万
円
、
修
理
な
ど
維
持
管
理

費
三
百
十
七
万
円
、
松
口
地
区
建
設

　
　
　
　
　
　
　
四
百
四
＋
五
万
円

▽
県
営
事
業
（
道
路
分
）
負
担
金
が

不
足
し
ま
し
た
。
二
百
三
十
八
万
円

▽
建
設
機
械
（
ブ
ル
な
ど
）
車
庫
建

築
工
事
不
足
分
　
　
百
八
十
四
万
円

▽
給
食
従
事
員
の
方
に
年
末
手
当
と

し
て
。
　
　
　
　
　
　
八
十
四
万
円

▽
三
省
小
の
プ
ー
ル
建
設
予
定
地
を

買
収
し
ま
し
た
。
　
　
四
十
五
万
円

▽
松
之
山
小
・
川
平
分
校
の
閉
校
記

念
事
業
に
補
助
し
ま
す
。
　
三
十
万
円

▽
公
民
館
に
公
営
結
婚
用
婚
礼
セ
ッ

ト
を
備
え
ま
し
た
。
　
　
　
三
万
円

松
口
地
区
も
年
金
の
力
を
借
り
ま
し
た

費
の
う
ち
「
国
民
年
金
融
資
標
示
板

・
埋
込
プ
レ
ー
ト
」
な
ど
に
二
十
二

万
円
そ
れ
ぞ
れ
補
正
し
ま
し
た
。

保
　
三
勘
定
と
も
規
模
は

圏
そ
の
ま
ま
・
内
部
補
正

　
第
三
回
の
補
正
で
、
総
額
は
国
保

松
之
山
診
・
浦
田
診
の
各
勘
定
と
も

増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
去
る
十
一
月
三
十
日
で
任
期

が
満
了
し
た
民
生
委
員
の
方
が

た
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
新
た
に
む
こ
う
三
年
間
、
次

の
方
が
た
か
ら
民
生
・
児
童
委

民生・児童委員

あなたの担当は
　　この方です

55．12．1．改選

員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
を

願
っ
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
地
域
の
よ
き
相
談
相
手

と
し
て
力
を
お
借
り
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
（
下
段
は
担
当
区
域
）

樋
口
佐
与
英
さ
ん
松
之
山
・
兎
口

　
　
　
　
　
　
光
間

山
岸
留
作
さ
ん
新
山
・
大
荒
戸

相
沢
　
テ
イ
さ
ん
水
梨
・
小
谷

滝
沢
　
ノ
ブ
さ
ん
下
川
手
・
上
川
手
”

渡
辺
　
市
郎
さ
ん
湯
山

本
山
泉
騨
飾
さ
ん
（
旧
）
湯
本

滝
沢
　
義
夫
さ
ん
（
旧
）
天
水
越

高
橋
　
友
市
さ
ん
（
旧
）
天
水
島

佐
藤
良
道
さ
ん
藤
倉
・
東
川

樋
口
　
義
治
さ
ん
中
尾

小
野
塚
賢
子
さ
ん
上
蝦
池
・
下
蝦
池
、

　
　
　
　
　
　
赤
倉
・
東
山

山
口
　
喜
作
さ
ん
新
田
・
上
の
山
湯

　
　
　
　
　
　
之
島

石
塚
清
丸
さ
ん
中
立
山
・
田
麦
立
㎜

　
　
　
　
　
　
中
原

佐
藤
栄
治
郎
さ
ん
月
池
・
坂
中
・
（
旧
）

　
　
　
　
　
　
崩
田

保
坂
　
ヒ
サ
さ
ん
北
浦
田
・
西
之
前

　
　
　
　
　
　
（
旧
）
樋
田

布
施
源
一
郎
さ
ん
藤
原
・
曽
根
・
黒
倉

涌
井
タ
マ
キ
さ
ん
五
十
子
平
．
坪
野
鱗

　
な
お
、
次
の
方
が
た
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
長
い
間
、
ほ
ん
と
う
に
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

村
山
政
太
郎
さ
ん
（
松
之
山
）

和
久
井
広
吉
さ
ん
（
水
梨
）

佐
藤
　
重
竜
さ
ん
（
天
水
越
）
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職
員
の
給
与
引
上
げ
、
浦
田
診
の

便
所
改
造
費
（
六
十
万
円
）
が
、
主

な
内
容
で
す
。
各
勘
定
と
も
財
源
は

予
備
費
を
充
て
ま
し
た
。

冷害農家に税を減免
　
▽
5
5
年
の
冷
害
で
、
農

名
作
物
に
一
定
額
以
上
の

4
被
害
を
受
け
た
農
家
に

税
町
民
税
、
国
保
税
の
五

醜
＋
五
年
度
分
に
限
り
減

嵐
免
す
る
こ
と
に
な
り
ま

ー
し
た
。

税
町
民
税
は
｝
月
納
期

服
愛
国
保
税
は
＋
二
月

し
か
ら
三
月
の
各
納
期
分

γ
減
免
さ
れ
毛

　
　
な
お
、
該
当
者
を
調

　
査
し
た
結
果
町
民
壷
名

　
国
保
税
四
名
で
し
た
。

共
国
庫
補
助
金
9
6
万
円

農
　
増
え
ま
し
た

　
補
正
額
は
、
百
三
十
八
万
九
千
円

で
、
過
去
二
回
分
と
合
わ
せ
総
額
七

千
二
百
六
十
万
三
千
円
と
な
り
ま
し

条例改正

た
。
補
正
額
の
主
な
内
容
は
、
歳
入

が
事
務
費
国
庫
補
助
金
九
十
五
万
九

千
円
、
建
物
共
済
加
入
増
に
よ
る
雑

利
益
四
十
三
万
円
で
す
。

　
こ
れ
を
職
員
六
名
分
の
給
与
引
上

げ
に
充
て
ま
し
た
。

特
別
職
な
ど
の
報
酬
・
給
与
引
上
げ

　
　
　
　
議
員
・
四
役
…
…
5
6
年
1
月
分
か
ら

　
　
　
　
職
員
－
平
均
“
％
引
上
げ

▽
議
会
議
員
の
報
酬
は
一
月
か
ら
、

保
安
要
員
は
十
二
月
分
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

○
議
長
（
月
額
）
　
十
二
万
六
千
円

○
副
議
長
（
〃
）
　
　
九
万
八
千
円

o
常
任
委
員
長
（
〃
）
九
万
二
千
円

○
議
員
（
〃
）
　
　
　
八
万
八
千
円

※
保
安
要
員
（
〃
）
　
十
万
四
千
円

▽
町
特
別
職
の
給
与
が
一
月
分
か
ら

引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

○
町
長
（
月
額
）
四
十
｝
万
九
千
円

○
助
役
（
〃
）
　
三
十
三
万
五
千
円

○
収
入
役
（
〃
）
三
十
一
万
七
千
円

○
教
育
長
（
〃
）
二
十
九
万
三
千
円

　
　
　
　
　
　
◇

▽
職
員
の
給
与
は
、
四
月
分
か
ら
平

請願書・陳情書の受理

商工会館建設に

　補助金を……

　　一全4件一

均
四
．
六
％
引
上
げ
、
高
卒
の
初
任

給
は
八
万
二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

▽
寒
冷
地
手
当
の
定
率
分
を
十
五
％

引
下
げ
、
定
額
分
を
お
よ
そ
二
倍
に

引
上
げ
ま
し
た
。

●
水
田
利
用
再
編
第
二
期
対
策
に
関

す
る
要
請
に
つ
い
て
▽
松
之
山
町
農

協
組
合
長
理
事
山
岸
英
司
さ
ん
外

●
町
道
松
口
大
荒
戸
線
の
改
良
に
つ

い
て
▽
大
荒
戸
高
橋
伸
さ
ん
外

●
商
工
会
な
ど
指
導
施
設
費
に
対
す

る
補
助
金
交
付
の
要
請
▽
町
商
工
会

長
柳
政
治
さ
ん

●
浦
田
地
区
に
ス
キ
ー
場
を
建
設
し

て
ほ
し
い
▽
地
区
協
議
会
長
竹
内
徳

治
郎
さ
ん
外
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靖
国
神
社
公
式
参
拝
に

　
関
す
る
意
見
書

　
靖
国
神
社
に
は
、
戦
没
者
及
び
国

に
殉
じ
た
多
く
の
英
霊
が
ま
つ
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
英
霊
に
対
し
、

尊
崇
、
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
る
こ
と

は
国
、
国
民
と
し
て
の
当
然
の
責
務

　
　
　
　
　
　
で
あ
り
ま
す
。

議員提案

　
し
カ
し
な
カ
ら

戦
後
靖
国
神
杜
は

国
の
手
を
離
れ
、

天
皇
陛
下
を
は
じ

め
、
内
閣
総
理
大

臣
並
び
に
政
府
関
係
者
の
参
拝
は
す

べ
て
私
的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
、

ま
た
国
賓
に
よ
る
公
式
参
拝
も
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺

憾
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

北
方
領
土
早
期
復
帰

実
現
に
関
す
る
意
見
書

　
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及

び
択
捉
島
の
北
方
領
土
は
、
古
来
わ

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

靖
国
神
社
の
公
式
参
拝
に
ー
、
い
て
格

段
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

い
た
し
ま
す
。

灘

が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
は
、

明
白
な
事
実
で
あ
り
、
そ
の
早
期
復

帰
実
現
は
、
国
民
的
悲
願
と
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
る
に
戦
後
三
十
五
年
の
今
日

い
ま
だ
に
解
決
の
見
通
し
が
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
は
な
は
だ
遺
憾
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、
本
問

題
解
決
の
た
め
左
記
事
項
な
ど
に
最

大
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

　
　
　
　
記

1
国
民
の
世
論
を
背
景
と
し
た
日
ソ

交
渉
を
展
開
し
、
北
方
領
土
早
期
復

帰
の
実
現
を
期
す
る
こ
と
。

2
「
北
方
領
土
の
日
」
を
制
定
し
、

こ
の
日
を
中
心
と
す
る
全
国
民
的
な

啓
発
活
動
の
展
開
を
図
る
こ
と
。

難
語
鷲
轟
聾
嚢
聾
轟
聾
繋
舞
嚢
・
懸
踊
難
蜜
塞
　
灘
覇
燦
饗

灘㎜

霧
磯
饗
嫌
灘
懸
叢

ホ
場
審
錬
μ

　
　
　
　
ー
天
水
越
で
ー

▽
五
十
六
年
度
か
ら
五
十
九
年
度
の

四
か
年
に
わ
た
り
天
水
越
地
内
で
、

ホ
場
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
事
業
量
　
区
画
整
理
　
九
・
六
粉
”

o
事
業
費
（
工
事
費
）
一
億
三
千
万

　
円
。
　
（
事
務
費
）
百
九
十
五
万
円

　
　
合
計
一
億
三
千
百
九
十
五
万
円

○
事
業
主
体
　
松
之
山
町

組
合
議
会
に
議
長
代
衰
も

仲
間
入
り

　
　
　
ー
上
越
地
域
消
防
事
携
組
合
1

▽
組
合
の
議
会
議
員
定
数
が
、
四
名

増
え
て
二
十
三
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
内
訳
は
、
各
市
町
村
長
十
九

名
と
次
の
議
会
議
長
が
新
た
に
加
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
①
上
越
市

②
新
井
市
③
東
・
中
頸
城
郡
町
村
議

会
議
長
会
で
互
選
さ
れ
た
代
表
そ
れ

ぞ
れ
一
名
．

　
　
　
　
　
　
　
饗
礁
鐵
、
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水
道
料
金
の

　
　
　
超
過
料
金
一

　
　
　
①
町
長
は
、
昭
和
六
十
年
を
目

質
問
途
に
水
道
料
金
の
禾
化
を
図
り

た
い
、
と
表
明
し
た
が
、
そ
の
段
階
措

置
と
し
て
、
超
過
料
金
を
と
り
あ
え
ず

一
本
化
で
き
な
い
か
、
伺
い
た
い
。

　
水
源
の
半
分
以
上
を
捨
て
て
い
る
現

在
、
同
じ
料
金
を
払
う
な
ら
た
く
さ
ん

の
水
を
使
わ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

　
基
本
料
金
が
安
く
、
超
過
料
金
を
払

っ
て
い
る
一
部
地
域
か
ら
の
反
対
も
あ

ろ
う
が
、
ご
検
討
願
い
た
い
。

②
近
隣
町
村
で
は
、
夫
規
模
水
道
に

よ
る
集
中
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
当
町
の
場
合
、
当
面
建
設
が
予
定
さ

”
地
力
づ
く
り
”

本
化
は
で
き
な
い
か

れ
て
い
る
も
の
を
含
め
る
と
十
か
所
ぐ

ら
い
の
簡
易
水
道
を
維
持
管
理
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
町
に
と
っ

て
た
い
へ
ん
な
財
政
負
担
に
な
る
と
懸

念
さ
れ
る
。

　
地
元
に
管
理
委
託
す
れ
ば
、
町
負
担

の
軽
減
、
低
料
金
に
結
び
つ
く
と
考
え

ら
れ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。

　
③
生
活
環
境
の
整
備
、
と
り
わ
け
上

水
道
の
普
及
率
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

　
水
源
の
確
保
が
困
難
と
い
わ
れ
る
布

川
地
域
の
た
め
に
、
留
山
ダ
ム
（
松
里

か
ん
排
）
の
余
水
を
利
用
し
て
建
設
で

は
稲
づ
く
り
の
基
本
？

　
　
　
青
森
県
の
藤
坂
試
験
場
は
、
冷

質
間
害
試
験
地
と
し
て
全
国
で
も
有
名

で
あ
る

　
昭
和
四
十
年
ご
ろ
私
ど
も
が
そ
こ
を

視
察
し
て
、
導
入
し
た
品
種
は
今
で
も

多
く
作
付
け
さ
れ
、
今
日
ま
で
こ
れ
ら

の
品
種
で
か
な
り
の
所
得
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
県
で
も
奨
励
品
種
一
辺
倒
か
ら
適
地

適
品
種
に
考
え
を
変
え
て
き
た
よ
う
だ

多
く
の
人
が
視
察
す
れ
ば
、
旅
費
も
か

さ
む
の
で
、
農
協
の
技
術
員
、
町
の
職

員
な
ど
代
表
者
が
視
察
し
て
、
冷
害
に

強
い
品
種
を
見
つ
け
て
き
て
は
ど
う
か

と
思
う
が
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　
　
品
種
を
導
入
す
る
だ
け
な
ら
あ

答
弁
え
て
視
察
す
る
ま
で
も
な
い
と
思

p
フ
。

　
青
森
で
良
く
て
も
、
松
之
山
で
良
く

な
る
か
、
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。

　
最
近
は
品
種
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
地

力
に
よ
っ
て
収
量
が
左
右
さ
れ
る
面
の

方
が
大
き
い
と
考
え
る
の
で
、
こ
と
し

は
、
堆
肥
・
金
肥
の
施
肥
具
合
に
よ
る

試
験
も
併
せ
て
実
施
し
て
み
た
い
。

　
な
お
、
技
術
員
・
職
員
が
視
察
し
て

き
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
あ
え

て
足
を
止
め
る
気
は
な
い
。

き
な
い
も
の
か
。

　
農
業
用
水
は
、
今
の
稲
づ
く
り
か
ら

す
る
と
五
か
月
ぐ
ら
い
あ
れ
ば
よ
く
、

後
の
期
間
は
遊
休
期
間
で
あ
る

　
高
負
担
に
よ
る
受
益
面
積
の
減
少
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
上
水
道
の
水
源
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
併
せ
、
ダ
ム
共

々
有
終
の
美
を
飾
れ
る
よ
う
ご
尽
力
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　
①
検
討
に
値
す
る
ご
質
問
だ
と

答
弁
思
う
・

　
し
か
し
、
料
金
を
安
く
す
れ
ば
多
く

使
っ
て
く
れ
る
か
、
ま
た
使
い
過
ぎ
て

水
が
足
り
な
く
な
り
は
し
な
い
か
、
心

配
も
残
る
。

　
水
を
多
く
使
用
さ
れ
る
家
庭
の
一
般

的
な
傾
向
と
し
て
、
多
人
数
家
族
、
全
自

動
洗
た
く
機
を
使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
個
人
的
な
見
解
と
し
て
は
、
多
人
数

家
庭
の
場
合
、
何
ら
か
の
軽
減
措
置
を

講
じ
て
も
よ
い
の
で
な
い
か
、
と
思
う

　
い
ず
れ
議
員
の
方
々
か
ら
も
ご
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

②
現
在
、
維
持
管
理
は
職
貝
一
人
と

臨
時
の
方
を
数
人
お
願
い
し
て
、
そ
れ

に
当
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
移
管
し
た
か
ら
と
い
っ
て
料

金
が
安
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の

問
題
も
将
来
に
向
っ
て
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
③
布
川
地
域
に
ど
う
し
て
も
水
源
が

見
当
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

上
蝦
池
、
下
布
川
を
除
い
て
検
討
し
て

も
よ
い
、
と
思
う
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ば
く
大

な
経
費
が
か
か
る
の
で
な
い
か
。

　
上
蝦
池
は
、
小
規
模
に
な
る
と
思
う

が
、
適
当
な
水
源
を
今
探
し
て
い
る
。

　
藤
坂
支
場
（
青
森
県
農
業
試
験
場
）

で
は
、
こ
の
ほ
ど
冷
害
に
も
耐
え
る

新
し
い
二
種
類
の
イ
ネ
を
育
種
、
ほ

ぼ
開
発
成
功
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
　
昨
年
の
冷
夏
で
稲
作
は
大
き
な
被

害
を
こ
う
む
り
ま
し
た
が
、
同
支
場

で
は
在
来
の
耐
冷
品
種
を
人
工
交
配

し
て
系
統
選
抜
し
、
昨
年
、
正
式
な

品
種
と
す
る
た
め
の
本
格
的
収
量
試

験
を
し
た
と
こ
ろ
、
同
夏
の
異
常
な

成
育
環
境
が
逆
に
幸
い
し
、
そ
の
結

果
、
強
い
冷
害
抵
抗
力
が
証
明
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
品
種
は
、
「
ふ
系
2
6
号
」
（
早
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
）
と
「
同
枷
号
」
（
中
生
種
）
で
、

い
ず
れ
も
昭
和
四
十
八
年
に
同
支
場

で
作
出
し
た
品
種
の
中
か
ら
系
統
選

抜
を
繰
り
返
し
て
、
生
ま
れ
た
も
の

で
す
。

　
「
2
6
号
」
は
、
　
「
む
つ
あ
さ
ひ
」

　
　
1

を
母
と
し
、
　
「
マ
ツ
マ
エ
」
を
父
と

す
る
雑
種
の
第
八
代
で
す
。

　
「
卿
号
」
は
、
　
「
ム
ツ
ニ
シ
キ
」

を
母
と
し
、
　
「
ア
キ
ヒ
ヵ
リ
」
を
父

と
す
る
雑
種
に
、
さ
ら
に
「
ト
ヨ
ニ

シ
キ
」
と
「
レ
イ
メ
イ
」
を
両
親
と

　
　
　
　
　

す
る
「
藤
3
2
」
と
い
う
品
種
を
か
け

合
わ
せ
て
で
き
た
、
雑
種
九
代
目
で

す
。
　
二
品
種
と
も
、
昨
年
、
は
じ
め
て

系
統
名
が
つ
け
ら
れ
、
正
式
な
品
種

と
な
る
た
め
の
本
格
的
な
収
量
試
験

を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
強
い
冷
害
抵

抗
力
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
支
場
は
、
青
森
県
の
農
試

で
あ
る
と
同
時
に
、
農
林
水
産
省
の

指
定
試
験
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
ま
た
耐
冷
性
品
種
の
育

成
や
冷
害
防
止
技
術
の
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
歴
史
も
古
く
、
こ

れ
ま
で
に
「
藤
坂
5
号
」
「
ト
ワ
ダ
」

「
フ
ジ
ミ
ノ
リ
」
「
レ
イ
メ
ィ
」
「
ア
キ

ヒ
カ
リ
」
な
ど
、
町
内
で
も
お
な
じ

み
の
品
種
を
作
り
出
し
た
所
で
す
。

　
同
支
場
の
試
験
結
果
に
よ
る
と
、

　
　
　
　

「
ふ
系
1
2
号
は
、
十
ア
ー
ル
当
り

四
百
三
十
七
キ
。
、
「
同
2
7
号
」
は
四
百

　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
τ
・
で
、
対
象
試
験
区
の
「
シ

ll広職まつのやま　晦69”””””1”””1”
””””01”1川7】

水
田
転
作
の
戸
別
割
当
て
は
避
け
た
い

　
　
　
農
業
は
町
の
産
業
の
根
幹
で
あ

質
問
る
・
そ
の
中
で
「
米
づ
く
り
」
は

柱
と
も
言
え
る
。

　
年
々
厳
し
さ
を
増
す
食
糧
政
策
の
中

で
、
こ
と
し
も
ま
た
、
転
作
問
題
が
あ

る
。
そ
の
対
応
策
な
ど
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
昨
日
、
説
明
会
に
行
っ
て
き
た

答
弁
が
・
中
々
厳
し
い
も
の
が
あ
る
・

当
松
之
山
町
の
場
合
、
百
％
を
超
え
る

可
能
性
が
あ
る
．

　
し
か
し
、
戸
別
割
当
て
は
極
力
避
け

た
い
、
と
い
う
の
が
今
の
気
持
で
あ
る

　
過
去
の
例
か
ら
す
る
と
、
農
家
数
の

半
分
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
、
残
り
半

分
の
方
は
、
協
力
し
な
い
で
米
を
作
っ

て
き
た
よ
う
だ
。

　
一
概
に
言
え
な
い
が
、
農
業
に
意
欲

の
あ
る
人
は
協
力
し
て
く
れ
た
、
か
に

思
え
る
。

　
ま
た
国
や
県
は
、
基
盤
整
備
の
補
助

交
付
の
割
合
を
、
こ
の
減
反
協
力
に
結

び
つ
け
、
考
慮
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

　
こ
と
し
は
沢
田
の
よ
う
に
、
ブ
ル
も

行
け
な
い
よ
う
な
悪
条
件
の
田
を
対
象

に
で
き
る
か
、
ど
う
か
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
難
し
い
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。

植
林
す
る
な
ら
「
エ
ン
ジ
ュ
」
も
ど
う
か

モ
キ
タ
」
百
七
十
キ
。
、
「
ア
キ
ヒ
ヵ
リ
」

二
百
四
十
六
キ
・
（
い
ず
れ
も
青
森
県

下
で
最
大
の
作
付
面
積
を
も
っ
て
い

る
）
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
農
家
に
委
託
し
た
試
験
で

は
、
「
ふ
系
跨
号
」
が
十
ア
ー
ル
当
り

　
　
　
　
ほ

五
百
八
十
一
。
。
と
平
年
作
の
九
〇
％

の
収
量
を
あ
げ
た
と
の
報
告
が
あ
り

周
辺
農
家
が
収
穫
皆
無
に
近
い
状
況

の
中
で
、
並
は
ず
れ
た
耐
冷
性
を
も

つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
支
場
で
は
両
系
統
の
耐
冷
性
を

確
認
す
る
た
め
、
九
月
六
日
に
開
花

し
た
「
遅
れ
穂
」
の
稔
実
率
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
在
来
の
品
種
で
は
す
べ

て
の
も
み
の
五
％
程
度
し
か
実
っ
て

い
な
か
っ
た
も
の
が
、
「
ふ
系
2
6
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
六
三
・
二
％
と
い
う
高
い
稔
実

率
を
示
し
た
。
ま
た
、
食
味
も
優
れ

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
志
村
支
場
長
は
試
験
成
績
に
つ
い

て
、
　
「
出
穂
開
花
期
の
温
度
が
二
十

三
度
以
下
で
、
こ
れ
だ
け
の
高
い
稔

実
率
、
収
量
を
あ
げ
た
こ
と
は
、
イ

ネ
の
耐
冷
性
に
関
す
る
常
識
を
覆
す

ほ
ど
の
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

出
穂
開
花
期
の
抵
抗
力
が
二
ー
三
度

強
い
と
い
9
う
こ
と
は
、
稲
作
に
つ
い

て
い
え
ば
、
青
森
と
北
関
東
ほ
ど
の

違
い
と
み
て
よ
い
。
異
常
気
象
に
よ

る
寒
冷
化
が
い
わ
れ
る
な
か
で
、
今

後
と
も
昨
年
型
の
冷
害
が
起
き
る
可

能
性
は
高
い
。
冷
害
地
帯
の
稲
作
安

定
化
対
策
が
急
務
だ
が
、
そ
の
た
め

の
新
し
い
耐
冷
品
種
と
し
て
、
両
系

統
は
き
わ
め
て
有
望
だ
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
両
品
種
と
も
、
今
後
二
年
間
、
全

国
の
試
験
地
で
、
耐
病
性
や
品
質
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
調
、
べ
た
う
え
で

正
式
の
新
品
種
と
し
て
認
め
ら
れ
、

命
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
読
売
新
聞
か
ら
）

　
　
　
①
杉
の
植
林
推
進
に
は
、
賛
成

質
問
で
あ
る
が
・
手
入
れ
は
既
に
限
界

に
き
て
い
る
の
で
な
か
ろ
う
か
、
他
へ

出
て
み
る
と
枝
打
ち
が
な
さ
れ
、
下
刈

り
も
行
届
い
た
見
事
な
杉
林
が
目
に
つ

く
。　
森
林
組
合
の
労
務
班
の
方
々
は
、
た

い
へ
ん
な
瓢
、
一
苦
労
が
多
い
と
思
う
。

　
し
か
し
、
下
刈
り
を
行
っ
た
場
合
場

所
に
よ
っ
て
は
、
ど
こ
を
刈
り
取
っ
た

の
か
、
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
声
を
耳

つに
す
る
。
終
っ
た
後
、
ど
ん
な
措
置
を

地
主
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
②
植
林
を
普
及
す
る
場
合
、
杉
だ
け

で
な
く
、
「
椀
」
（
え
ん
じ
ゅ
）
を
取

羅
翻
　鑛

礪
灘

入
れ
た
方
が
、
換
金
が
早
く
、
土
地
を

選
ば
ず
、
雪
に
も
強
く
し
か
も
高
価
で

あ
る
、
と
聞
く
の
で
効
率
が
良
い
の
で

な
か
ろ
う
か
。

　
お
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
①
現
行
の
補
助
制
度
だ
と
下
刈

答
弁
り
は
五
年
間
だ
け
と
な
っ
て
い
る

森
林
総
合
整
備
事
業
の
指
定
を
受
け
る

と
、
そ
れ
が
二
十
五
年
間
対
象
に
な
る

の
で
、
こ
の
指
定
を
受
け
た
い
、
と
思

っ
て
い
る
。

　
」
か
し
、
新
林
構
（
新
林
業
構
造
改

善
事
業
）
の
指
定
と
の
絡
み
合
い
で
、

若
干
遅
れ
る
の
で
な
い
か
、
と
思
う
。

　
一
般
的
な
考
え
方
と
し
て
杉
だ
と
回

黙
　
　
　
　
　
織

　
　
叢

転
率
が
悪
い
た
め
、
ど
う
も
植
林
意
欲

が
薄
い
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
ま
ま
だ
と
労
務
班
の
仕
事
が
絶

え
る
心
配
が
あ
る
。
一
案
だ
が
、
町
有

林
で
伐
期
の
き
て
い
る
場
所
は
伐
採
し

て
新
植
し
た
ら
、
と
も
考
え
て
い
る
。

　
個
人
の
下
刈
り
を
行
っ
た
場
合
、
終

了
通
知
は
行
っ
て
い
な
い
、
と
の
こ
と

な
の
で
新
年
度
か
ら
通
知
す
る
よ
う
指

示
し
た
。

　
②
樹
種
は
何
が
良
い
の
か
分
ら
な
い

が
、
第
二
期
転
作
で
永
年
作
目
も
対
象

に
な
る
の
で
、
専
門
家
の
意
見
を
拝
聴

し
た
上
で
、
対
応
策
を
考
え
た
い
。

町
が
欲
し
い
の
は
農
業
技
術
者
で
あ
る

　
　
　
町
の
奨
学
金
貸
与
条
例
を
現
在

質
間
何
名
ぐ
ら
い
の
人
が
利
用
し
て
い

る
か
。

　
な
お
、
借
受
資
格
条
件
の
大
学
に
各

種
技
術
を
取
得
す
る
専
門
学
校
を
も
含

む
の
か
、
ど
う
か
。
ま
た
、
条
例
で
定

め
た
貸
与
額
、
就
学
準
備
金
は
父
兄
が

満
足
で
き
る
金
額
と
思
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
利
用
者
は
、
現
在
短
大
生
二
名

答
弁
を
含
め
て
五
名
い
る
・
四
年
制
大

学
の
三
人
は
、
駒
沢
・
仙
台
・
日
本
体

育
の
各
大
学
に
い
て
、
こ
の
、
う
ち
仙
台

縫
叢
繊
灘
諜
萎

霧

難

大
学
に
入
っ
た
人
に
は
、
就
学
準
備
金

と
し
て
一
時
金
を
与
え
、
他
は
月
々
貸

与
し
て
い
る
。

　
専
間
学
校
入
学
生
に
貸
与
す
る
か
ど

う
か
、
当
時
選
考
委
員
会
で
検
討
し
た

結
論
は
、
町
が
今
一
番
望
ん
で
い
る
の

は
、
農
業
技
術
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
農

業
関
係
の
専
問
学
校
に
限
っ
て
貸
与
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
な
お
、
条
例
で
定
め
た
金
額
で
父
兄

の
方
々
が
満
足
し
て
い
る
か
、
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。

　
満
足
で
き
る
額
を
貸
与
す
る
わ
け
に

い
か
な
い
の
で
、
止
む
を
得
な
い
と
思

p
フ
。

轍
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水
道
料
金
の

　
　
　
超
過
料
金
一

　
　
　
①
町
長
は
、
昭
和
六
十
年
を
目

質
問
途
に
水
道
料
金
の
禾
化
を
図
り

た
い
、
と
表
明
し
た
が
、
そ
の
段
階
措

置
と
し
て
、
超
過
料
金
を
と
り
あ
え
ず

一
本
化
で
き
な
い
か
、
伺
い
た
い
。

　
水
源
の
半
分
以
上
を
捨
て
て
い
る
現

在
、
同
じ
料
金
を
払
う
な
ら
た
く
さ
ん

の
水
を
使
わ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

　
基
本
料
金
が
安
く
、
超
過
料
金
を
払

っ
て
い
る
一
部
地
域
か
ら
の
反
対
も
あ

ろ
う
が
、
ご
検
討
願
い
た
い
。

②
近
隣
町
村
で
は
、
夫
規
模
水
道
に

よ
る
集
中
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
当
町
の
場
合
、
当
面
建
設
が
予
定
さ

”
地
力
づ
く
り
”

本
化
は
で
き
な
い
か

れ
て
い
る
も
の
を
含
め
る
と
十
か
所
ぐ

ら
い
の
簡
易
水
道
を
維
持
管
理
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
町
に
と
っ

て
た
い
へ
ん
な
財
政
負
担
に
な
る
と
懸

念
さ
れ
る
。

　
地
元
に
管
理
委
託
す
れ
ば
、
町
負
担

の
軽
減
、
低
料
金
に
結
び
つ
く
と
考
え

ら
れ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。

　
③
生
活
環
境
の
整
備
、
と
り
わ
け
上

水
道
の
普
及
率
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

　
水
源
の
確
保
が
困
難
と
い
わ
れ
る
布

川
地
域
の
た
め
に
、
留
山
ダ
ム
（
松
里

か
ん
排
）
の
余
水
を
利
用
し
て
建
設
で

は
稲
づ
く
り
の
基
本
？

　
　
　
青
森
県
の
藤
坂
試
験
場
は
、
冷

質
間
害
試
験
地
と
し
て
全
国
で
も
有
名

で
あ
る

　
昭
和
四
十
年
ご
ろ
私
ど
も
が
そ
こ
を

視
察
し
て
、
導
入
し
た
品
種
は
今
で
も

多
く
作
付
け
さ
れ
、
今
日
ま
で
こ
れ
ら

の
品
種
で
か
な
り
の
所
得
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
県
で
も
奨
励
品
種
一
辺
倒
か
ら
適
地

適
品
種
に
考
え
を
変
え
て
き
た
よ
う
だ

多
く
の
人
が
視
察
す
れ
ば
、
旅
費
も
か

さ
む
の
で
、
農
協
の
技
術
員
、
町
の
職

員
な
ど
代
表
者
が
視
察
し
て
、
冷
害
に

強
い
品
種
を
見
つ
け
て
き
て
は
ど
う
か

と
思
う
が
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　
　
品
種
を
導
入
す
る
だ
け
な
ら
あ

答
弁
え
て
視
察
す
る
ま
で
も
な
い
と
思

p
フ
。

　
青
森
で
良
く
て
も
、
松
之
山
で
良
く

な
る
か
、
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。

　
最
近
は
品
種
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
地

力
に
よ
っ
て
収
量
が
左
右
さ
れ
る
面
の

方
が
大
き
い
と
考
え
る
の
で
、
こ
と
し

は
、
堆
肥
・
金
肥
の
施
肥
具
合
に
よ
る

試
験
も
併
せ
て
実
施
し
て
み
た
い
。

　
な
お
、
技
術
員
・
職
員
が
視
察
し
て

き
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
あ
え

て
足
を
止
め
る
気
は
な
い
。

き
な
い
も
の
か
。

　
農
業
用
水
は
、
今
の
稲
づ
く
り
か
ら

す
る
と
五
か
月
ぐ
ら
い
あ
れ
ば
よ
く
、

後
の
期
間
は
遊
休
期
間
で
あ
る

　
高
負
担
に
よ
る
受
益
面
積
の
減
少
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
上
水
道
の
水
源
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
併
せ
、
ダ
ム
共

々
有
終
の
美
を
飾
れ
る
よ
う
ご
尽
力
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　
①
検
討
に
値
す
る
ご
質
問
だ
と

答
弁
思
う
・

　
し
か
し
、
料
金
を
安
く
す
れ
ば
多
く

使
っ
て
く
れ
る
か
、
ま
た
使
い
過
ぎ
て

水
が
足
り
な
く
な
り
は
し
な
い
か
、
心

配
も
残
る
。

　
水
を
多
く
使
用
さ
れ
る
家
庭
の
一
般

的
な
傾
向
と
し
て
、
多
人
数
家
族
、
全
自

動
洗
た
く
機
を
使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
個
人
的
な
見
解
と
し
て
は
、
多
人
数

家
庭
の
場
合
、
何
ら
か
の
軽
減
措
置
を

講
じ
て
も
よ
い
の
で
な
い
か
、
と
思
う

　
い
ず
れ
議
員
の
方
々
か
ら
も
ご
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

②
現
在
、
維
持
管
理
は
職
貝
一
人
と

臨
時
の
方
を
数
人
お
願
い
し
て
、
そ
れ

に
当
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
移
管
し
た
か
ら
と
い
っ
て
料

金
が
安
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の

問
題
も
将
来
に
向
っ
て
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
③
布
川
地
域
に
ど
う
し
て
も
水
源
が

見
当
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

上
蝦
池
、
下
布
川
を
除
い
て
検
討
し
て

も
よ
い
、
と
思
う
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ば
く
大

な
経
費
が
か
か
る
の
で
な
い
か
。

　
上
蝦
池
は
、
小
規
模
に
な
る
と
思
う

が
、
適
当
な
水
源
を
今
探
し
て
い
る
。

　
藤
坂
支
場
（
青
森
県
農
業
試
験
場
）

で
は
、
こ
の
ほ
ど
冷
害
に
も
耐
え
る

新
し
い
二
種
類
の
イ
ネ
を
育
種
、
ほ

ぼ
開
発
成
功
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
　
昨
年
の
冷
夏
で
稲
作
は
大
き
な
被

害
を
こ
う
む
り
ま
し
た
が
、
同
支
場

で
は
在
来
の
耐
冷
品
種
を
人
工
交
配

し
て
系
統
選
抜
し
、
昨
年
、
正
式
な

品
種
と
す
る
た
め
の
本
格
的
収
量
試

験
を
し
た
と
こ
ろ
、
同
夏
の
異
常
な

成
育
環
境
が
逆
に
幸
い
し
、
そ
の
結

果
、
強
い
冷
害
抵
抗
力
が
証
明
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
品
種
は
、
「
ふ
系
2
6
号
」
（
早
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
）
と
「
同
枷
号
」
（
中
生
種
）
で
、

い
ず
れ
も
昭
和
四
十
八
年
に
同
支
場

で
作
出
し
た
品
種
の
中
か
ら
系
統
選

抜
を
繰
り
返
し
て
、
生
ま
れ
た
も
の

で
す
。

　
「
2
6
号
」
は
、
　
「
む
つ
あ
さ
ひ
」

　
　
1

を
母
と
し
、
　
「
マ
ツ
マ
エ
」
を
父
と

す
る
雑
種
の
第
八
代
で
す
。

　
「
卿
号
」
は
、
　
「
ム
ツ
ニ
シ
キ
」

を
母
と
し
、
　
「
ア
キ
ヒ
ヵ
リ
」
を
父

と
す
る
雑
種
に
、
さ
ら
に
「
ト
ヨ
ニ

シ
キ
」
と
「
レ
イ
メ
イ
」
を
両
親
と

　
　
　
　
　

す
る
「
藤
3
2
」
と
い
う
品
種
を
か
け

合
わ
せ
て
で
き
た
、
雑
種
九
代
目
で

す
。
　
二
品
種
と
も
、
昨
年
、
は
じ
め
て

系
統
名
が
つ
け
ら
れ
、
正
式
な
品
種

と
な
る
た
め
の
本
格
的
な
収
量
試
験

を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
強
い
冷
害
抵

抗
力
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
支
場
は
、
青
森
県
の
農
試

で
あ
る
と
同
時
に
、
農
林
水
産
省
の

指
定
試
験
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
ま
た
耐
冷
性
品
種
の
育

成
や
冷
害
防
止
技
術
の
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
歴
史
も
古
く
、
こ

れ
ま
で
に
「
藤
坂
5
号
」
「
ト
ワ
ダ
」

「
フ
ジ
ミ
ノ
リ
」
「
レ
イ
メ
ィ
」
「
ア
キ

ヒ
カ
リ
」
な
ど
、
町
内
で
も
お
な
じ

み
の
品
種
を
作
り
出
し
た
所
で
す
。

　
同
支
場
の
試
験
結
果
に
よ
る
と
、

　
　
　
　

「
ふ
系
1
2
号
は
、
十
ア
ー
ル
当
り

四
百
三
十
七
キ
。
、
「
同
2
7
号
」
は
四
百

　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
τ
・
で
、
対
象
試
験
区
の
「
シ
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水
田
転
作
の
戸
別
割
当
て
は
避
け
た
い

　
　
　
農
業
は
町
の
産
業
の
根
幹
で
あ

質
問
る
・
そ
の
中
で
「
米
づ
く
り
」
は

柱
と
も
言
え
る
。

　
年
々
厳
し
さ
を
増
す
食
糧
政
策
の
中

で
、
こ
と
し
も
ま
た
、
転
作
問
題
が
あ

る
。
そ
の
対
応
策
な
ど
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
昨
日
、
説
明
会
に
行
っ
て
き
た

答
弁
が
・
中
々
厳
し
い
も
の
が
あ
る
・

当
松
之
山
町
の
場
合
、
百
％
を
超
え
る

可
能
性
が
あ
る
．

　
し
か
し
、
戸
別
割
当
て
は
極
力
避
け

た
い
、
と
い
う
の
が
今
の
気
持
で
あ
る

　
過
去
の
例
か
ら
す
る
と
、
農
家
数
の

半
分
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
、
残
り
半

分
の
方
は
、
協
力
し
な
い
で
米
を
作
っ

て
き
た
よ
う
だ
。

　
一
概
に
言
え
な
い
が
、
農
業
に
意
欲

の
あ
る
人
は
協
力
し
て
く
れ
た
、
か
に

思
え
る
。

　
ま
た
国
や
県
は
、
基
盤
整
備
の
補
助

交
付
の
割
合
を
、
こ
の
減
反
協
力
に
結

び
つ
け
、
考
慮
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

　
こ
と
し
は
沢
田
の
よ
う
に
、
ブ
ル
も

行
け
な
い
よ
う
な
悪
条
件
の
田
を
対
象

に
で
き
る
か
、
ど
う
か
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
難
し
い
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。

植
林
す
る
な
ら
「
エ
ン
ジ
ュ
」
も
ど
う
か

モ
キ
タ
」
百
七
十
キ
。
、
「
ア
キ
ヒ
ヵ
リ
」

二
百
四
十
六
キ
・
（
い
ず
れ
も
青
森
県

下
で
最
大
の
作
付
面
積
を
も
っ
て
い

る
）
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
農
家
に
委
託
し
た
試
験
で

は
、
「
ふ
系
跨
号
」
が
十
ア
ー
ル
当
り

　
　
　
　
ほ

五
百
八
十
一
。
。
と
平
年
作
の
九
〇
％

の
収
量
を
あ
げ
た
と
の
報
告
が
あ
り

周
辺
農
家
が
収
穫
皆
無
に
近
い
状
況

の
中
で
、
並
は
ず
れ
た
耐
冷
性
を
も

つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
支
場
で
は
両
系
統
の
耐
冷
性
を

確
認
す
る
た
め
、
九
月
六
日
に
開
花

し
た
「
遅
れ
穂
」
の
稔
実
率
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
在
来
の
品
種
で
は
す
べ

て
の
も
み
の
五
％
程
度
し
か
実
っ
て

い
な
か
っ
た
も
の
が
、
「
ふ
系
2
6
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
六
三
・
二
％
と
い
う
高
い
稔
実

率
を
示
し
た
。
ま
た
、
食
味
も
優
れ

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
志
村
支
場
長
は
試
験
成
績
に
つ
い

て
、
　
「
出
穂
開
花
期
の
温
度
が
二
十

三
度
以
下
で
、
こ
れ
だ
け
の
高
い
稔

実
率
、
収
量
を
あ
げ
た
こ
と
は
、
イ

ネ
の
耐
冷
性
に
関
す
る
常
識
を
覆
す

ほ
ど
の
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

出
穂
開
花
期
の
抵
抗
力
が
二
ー
三
度

強
い
と
い
9
う
こ
と
は
、
稲
作
に
つ
い

て
い
え
ば
、
青
森
と
北
関
東
ほ
ど
の

違
い
と
み
て
よ
い
。
異
常
気
象
に
よ

る
寒
冷
化
が
い
わ
れ
る
な
か
で
、
今

後
と
も
昨
年
型
の
冷
害
が
起
き
る
可

能
性
は
高
い
。
冷
害
地
帯
の
稲
作
安

定
化
対
策
が
急
務
だ
が
、
そ
の
た
め

の
新
し
い
耐
冷
品
種
と
し
て
、
両
系

統
は
き
わ
め
て
有
望
だ
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
両
品
種
と
も
、
今
後
二
年
間
、
全

国
の
試
験
地
で
、
耐
病
性
や
品
質
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
調
、
べ
た
う
え
で

正
式
の
新
品
種
と
し
て
認
め
ら
れ
、

命
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
読
売
新
聞
か
ら
）

　
　
　
①
杉
の
植
林
推
進
に
は
、
賛
成

質
問
で
あ
る
が
・
手
入
れ
は
既
に
限
界

に
き
て
い
る
の
で
な
か
ろ
う
か
、
他
へ

出
て
み
る
と
枝
打
ち
が
な
さ
れ
、
下
刈

り
も
行
届
い
た
見
事
な
杉
林
が
目
に
つ

く
。　
森
林
組
合
の
労
務
班
の
方
々
は
、
た

い
へ
ん
な
瓢
、
一
苦
労
が
多
い
と
思
う
。

　
し
か
し
、
下
刈
り
を
行
っ
た
場
合
場

所
に
よ
っ
て
は
、
ど
こ
を
刈
り
取
っ
た

の
か
、
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
声
を
耳

つに
す
る
。
終
っ
た
後
、
ど
ん
な
措
置
を

地
主
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
②
植
林
を
普
及
す
る
場
合
、
杉
だ
け

で
な
く
、
「
椀
」
（
え
ん
じ
ゅ
）
を
取

羅
翻
　鑛

礪
灘

入
れ
た
方
が
、
換
金
が
早
く
、
土
地
を

選
ば
ず
、
雪
に
も
強
く
し
か
も
高
価
で

あ
る
、
と
聞
く
の
で
効
率
が
良
い
の
で

な
か
ろ
う
か
。

　
お
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
①
現
行
の
補
助
制
度
だ
と
下
刈

答
弁
り
は
五
年
間
だ
け
と
な
っ
て
い
る

森
林
総
合
整
備
事
業
の
指
定
を
受
け
る

と
、
そ
れ
が
二
十
五
年
間
対
象
に
な
る

の
で
、
こ
の
指
定
を
受
け
た
い
、
と
思

っ
て
い
る
。

　
」
か
し
、
新
林
構
（
新
林
業
構
造
改

善
事
業
）
の
指
定
と
の
絡
み
合
い
で
、

若
干
遅
れ
る
の
で
な
い
か
、
と
思
う
。

　
一
般
的
な
考
え
方
と
し
て
杉
だ
と
回

黙
　
　
　
　
　
織

　
　
叢

転
率
が
悪
い
た
め
、
ど
う
も
植
林
意
欲

が
薄
い
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
ま
ま
だ
と
労
務
班
の
仕
事
が
絶

え
る
心
配
が
あ
る
。
一
案
だ
が
、
町
有

林
で
伐
期
の
き
て
い
る
場
所
は
伐
採
し

て
新
植
し
た
ら
、
と
も
考
え
て
い
る
。

　
個
人
の
下
刈
り
を
行
っ
た
場
合
、
終

了
通
知
は
行
っ
て
い
な
い
、
と
の
こ
と

な
の
で
新
年
度
か
ら
通
知
す
る
よ
う
指

示
し
た
。

　
②
樹
種
は
何
が
良
い
の
か
分
ら
な
い

が
、
第
二
期
転
作
で
永
年
作
目
も
対
象

に
な
る
の
で
、
専
門
家
の
意
見
を
拝
聴

し
た
上
で
、
対
応
策
を
考
え
た
い
。

町
が
欲
し
い
の
は
農
業
技
術
者
で
あ
る

　
　
　
町
の
奨
学
金
貸
与
条
例
を
現
在

質
間
何
名
ぐ
ら
い
の
人
が
利
用
し
て
い

る
か
。

　
な
お
、
借
受
資
格
条
件
の
大
学
に
各

種
技
術
を
取
得
す
る
専
門
学
校
を
も
含

む
の
か
、
ど
う
か
。
ま
た
、
条
例
で
定

め
た
貸
与
額
、
就
学
準
備
金
は
父
兄
が

満
足
で
き
る
金
額
と
思
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
利
用
者
は
、
現
在
短
大
生
二
名

答
弁
を
含
め
て
五
名
い
る
・
四
年
制
大

学
の
三
人
は
、
駒
沢
・
仙
台
・
日
本
体

育
の
各
大
学
に
い
て
、
こ
の
、
う
ち
仙
台

縫
叢
繊
灘
諜
萎

霧

難

大
学
に
入
っ
た
人
に
は
、
就
学
準
備
金

と
し
て
一
時
金
を
与
え
、
他
は
月
々
貸

与
し
て
い
る
。

　
専
間
学
校
入
学
生
に
貸
与
す
る
か
ど

う
か
、
当
時
選
考
委
員
会
で
検
討
し
た

結
論
は
、
町
が
今
一
番
望
ん
で
い
る
の

は
、
農
業
技
術
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
農

業
関
係
の
専
問
学
校
に
限
っ
て
貸
与
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
な
お
、
条
例
で
定
め
た
金
額
で
父
兄

の
方
々
が
満
足
し
て
い
る
か
、
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。

　
満
足
で
き
る
額
を
貸
与
す
る
わ
け
に

い
か
な
い
の
で
、
止
む
を
得
な
い
と
思

p
フ
。

轍
．
灘
購
懲
照
灘
剛
繊
綴
“
奪
麟
）
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「
ギ
ッ
ク
リ
腰
し
は
急
警
運
動
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
腰
部
ね
ん
ざ
な
ど
が
原

因
で
起
る
、
一
種
の
急
性
腰
痛
症
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
治
療
に
使
う
ツ
ボ
は
、
陽
陵
泉
（
よ
う

り
ょ
う
せ
ん
）
と
陽
関
（
よ
う
か

ん
）
、
そ
れ
に
陰
谷
（
い
ん
こ
く
）

で
す
。
陽
陵
泉
は
ヒ
ザ
の
下
約
三

仕
、
の
所
で
、
小
指
側
に
あ
る
　
骨

小
頭
と
い
う
骨
の
出
張
り
の
真
下

に
あ
る
ツ
ボ
で
す
。

　
昔
か
ら
筋
や
腱
の
病
気
、
上
半

身
の
熱
・
腫
・
痛
み
な
ど
ほ
か
に

表
わ
れ
た
症
状
を
取
除
く
場
合
の

治
療
点
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
陽
関
と
は
、
ヒ
ザ
を
直
角

に
曲
げ
た
と
き
に
そ
の
裏
側
に
で

き
る
「
摸
紋
」
と
い
う
し
わ
の
外

側
（
小
指
側
）
の
先
端
に
あ
る
ツ

ボ
の
こ
と
で
、
そ
の
反
対
側
つ
ま

り
親
指
側
の
横
紋
の
先
端
に
あ
る

ツ
ボ
を
陰
谷
と
い
い
ま
す
。

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
治
療
法
と
し
て

は
こ
の
三
つ
の
ツ
ボ
を
「
タ
、
、
ハ
コ

灸
」
で
、
七
回
づ
つ
刺
激
す
る
の

が
最
も
簡
単
で
、
し
か
も
確
実
に

効
き
ま
す

タ
バ
コ
灸
の
し
か
た

　
や
り
方
は
、
ま
ず
ツ
ボ
の
位
置

を
確
め
、
イ
ン
ク
な
ど
で
印
を
つ

け
、
火
の
つ
い
た
タ
、
、
ハ
コ
を
ッ
ボ

に
対
し
直
角
に
な
る
よ
う
に
し
て

ツ
ボ
か
ら
π
．
ほ
ど
離
し
て
熱
く
な
る
ま

で
あ
ぶ
り
ま
す
。

　
熱
く
な
っ
た
ら
離
し
て
、
も
う
一
度
熱

く
な
る
ま
で
あ
ぶ
り
、
こ
れ
を
七
回
繰
返

し
ま
す
。

クリ腰“は：タソパコ灸でも治る
この度、座間市に住む滝沢松太郎さんから「ギックリ腰」の治療法について、ご寄稿いただきましたのでご紹介します。

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
場
合
は
、
ま
ず

タ
バ
コ
を
二
本
用
意
し
ま
す
。
そ

れ
か
ら
右
足
の
ヒ
ザ
を
直
角
に
曲

げ
て
、
陽
関
と
陰
谷
を
同
時
に
あ

ぶ
り
ま
す
こ
れ
を
七
回
繰
返
し
た

ら
、
次
は
左
足
も
同
じ
よ
う
に
七

回
あ
ぶ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
陽
陵
泉
を
同
じ

よ
う
に
七
回
刺
激
し
て
下
さ
い
。

そ
う
す
る
と
、
軽
い
も
の
な
ら
一

～
二
回
で
効
果
が
表
れ
、
重
い
人

で
も
一
日
三
回
づ
つ
、
二
～
三
日

続
け
る
と
ほ
と
ん
ど
治
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
は
習
慣
性
に
な
り

易
い
の
で
、
腰
痛
が
治
っ
て
も
再

発
防
止
の
た
め
に
、
一
～
二
週
間

は
続
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
も
し
、
そ
れ
で
も
治
ら
な
い
よ

う
な
と
き
は
、
も
っ
と
重
大
な
原

因
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
は
、
そ
れ
以
上
自
分
で

治
療
す
る
の
は
控
え
て
、
専
門
医

に
診
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

予
防
に
は
「
金
魚
体
操
』
を

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
は
、
運
動
不
足
が

遠
因
で
起
る
こ
と
が
か
な
り
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
腰
を
動
か
す
運

国
調

人
　
ロ

　50
年
夫Lヒ
ロ

覆12．6

籍％
窪減
ヤの
　5182
　人

　
去
る
十
月
一
日
現
在
で
行
っ
た
国

勢
調
査
に
よ
る
松
之
山
町
の
人
口
（
概

数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
正
式
発
表
は
、
こ
と
し
の
暮
隔
、
一
ろ

に
な
る
見
通
し
で
す
。

　
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
の
は
、
概
数

な
の
で
、
正
式
発
表
の
そ
れ
と
は
必

ず
し
も
一
致
し
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
総
数
が
五
千
百

八
十
二
人
、
男
二
千
五
百
二
十
六
人

女
二
千
六
百
五
十
六
人
で
し
た
。

　
人
口
の
移
り
変
り
は
、
大
正
九
年

に
笥
一
回
を
実
施
し
て
以
来
昭
和
二

世帯数
2，200

十
二
年
に
一
万
二
千
二
百
四
十
六
人

と
こ
れ
ま
で
の
最
高
で
し
た
。

　
こ
の
年
ま
で
わ
ず
か
な
が
ら
増
え

続
け
て
き
た
人
口
も
、
次
の
昭
和
二

十
五
年
か
ら
は
、
反
対
に
減
り
始
め

た
の
で
す
。

　
前
回
、
昭
和
五
十
年
に
は
五
年
間

で
二
〇
％
を
超
え
る
減
少
を
示
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
年
か
ら
の
十
年

間
に
三
千
人
、
三
五
％
も
減
っ
た
こ

と
に
な
り
、
こ
の
原
因
と
し
て
は
①

地
す
べ
り
②
豪
雪
③
職
場
の
不
足
④

米
の
生
産
調
整
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す

2．000

1．900

1．800

1．700

　
な
お
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
人
口
が
、

太
平
洋
側
で
増
え
、
日
本
海
側
で
は

減
る
と
い
う
現
象
「
過
密
・
過
疎
」

が
起
り
始
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
五
年
間
で
は
一
二

・
六
％
減
で
、
過
去
十
五
年
間
を
五

年
ご
と
で
見
る
限
り
、
減
り
か
た
が

や
や
鈍
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
は
、
最
近
全
国
的
な
傾
向
と

し
て
み
ら
れ
る
．
U
タ
ー
ン
現
象
”

の
結
果
か
、
ど
う
か
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
、
世
帯
数
を
み
る
と
、
や
は

り
昭
和
二
十
二
年
が
最
高
で
、
減
少

率
は
昭
和
五
十
年
に
十
二
％
を
記
録

し
ま
し
た
。

　
一
世
帯
当
り
の
人
口
は
、
核
家
族

化
に
よ
る
減
少
で
な
く
、
こ
れ
も
過

疎
に
よ
る
減
少
の
よ
う
で
す
．

1，600

1，500

総人ロ
世帯数の移りかわり

　　＼　　　＼
　　　、、

℃
、

卿一鴨

、
O

、

、

　、

　、

　　＼

＼’、、

、
o
、
、
　、

　　、、

＼・、

一総人ロ
ー。一世帯数

I　l．000人

10．000人

9．000人

8．000人

7．000人

6．000人

22　30　35　40　45　50　55

　総人口

12．000人

5，000人

　　　　昭
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鋤
霧
儲
誌
鹸
脇
α
謹
ツ

甥
犠
鰭
が
け
て
お
≦
．
と
ギ

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
予
防
運
動
に
「
金
　
、

魚
躰
操
峯
“
ガ
繭
約
慧
サ
紹
に
銅
は
ー

纏
雛
鞠
鋸
馨

熱
熱
鍵
腰
糞
慰
響
で

防
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
神
経
痛
撒

な
ど
も
驚
く
ほ
ど
よ
く
治
り
ま
す

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
は
、
急
激
な
運
動

を
腰
に
与
え
た
場
合
に
よ
く
起
る

の
で
重
い
物
を
持
ち
上
げ
る
と
き

涯
秘
だ
義
ん
慕
逸
げ

る
と
粉
、
棚
の
上
の
物
簸
噴
と

“㎝撫
離
　
灘
麟
簿
繍
灘
灘

　
こ
の
体
操
を
毎
日
続
け
る
と
、
全
身
の

筋
肉
が
強
く
な
っ
て
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
が
予

「ツボ」の位置

①陽関（外側）

淑繁（　）
●

弘●

／
荊

4灸のしかたr一
●ツボに印をつける

●火のついたタバコを直角に

●離して、熱くなるまであぶる

の繰返しを7回ほど行う

，レ訴③②1

＼
、

農家の減少率

三省地区で目立つ

◇昭55・農林業センサスの結果◇

　
五
十
五
年
二
月
一
日
現
在
で
行
っ

た
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
松
之
山
町
の
農
家
数
は
五

年
前
に
比
、
べ
、
百
四
十
二
戸
（
一
〇
・

総農家数・専兼別農家数の推移

九
％
）
減
り
ま
し
た
凶

　
過
去
三
十
年
間
の
推
移
で
は
、
四

十
五
年
か
ら
五
十
年
ま
で
の
五
年
間

に
二
百
三
十
八
戸
（
一
五
・
四
％
）

減
っ
た
の
が
最
高
で
、
そ
れ
に
次
ぐ

減
り
方
で
し
た
。

　
こ
の
十
年
間
の
模
様
は
、
三
百
八

十
戸
減
（
二
四
・
七
％
）
と
な
り
、

一
年
平
均
三
十
八
戸
減
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
別
の
減
少
率
で
み
る

と
、
①
三
省
一
六
・
六
％
②
浦
田
一

五
・
三
％
③
東
川
二
・
九
％
④
松

里
六
・
○
％
⑤
松
之
山
五
・
五
％
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
減
っ
て
い
く
反
面
、
兼
業

農
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
第
一
種
兼
業
農
家
（
農
業
を

主
体
と
す
る
農
家
）
が
♪
全
体
の
三

〇
・
四
％
、
第
二
種
兼
業
農
家
（
農

業
以
外
を
主
体
と
す
る
農
家
）
が
五

八
・
九
％
と
な
り
ま
し
た
。
残
り
の

一
〇
・
七
％
が
専
業
農
家
で
す
。

　
こ
れ
を
過
去
十
年
間
の
う
ご
き
を

み
る
と
、
専
業
農
家
が
四
十
五
年
の

百
五
十
三
戸
か
ら
百
二
十
四
戸
（
一

九
％
）
、
第
一
種
兼
業
農
家
が
八
百

三
十
一
戸
か
ら
三
百
五
十
四
戸
五

七
・
四
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
っ
た
の
に

対
し
、
第
二
種
兼
業
農
家
は
五
百
五

十
八
戸
か
ら
六
百
八
十
四
戸
と
百
二

十
六
戸
（
ニ
ニ
・
六
％
）
も
増
え
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
農
家
人
口
は
、
前
回
（
五
十

年
調
査
）
に
比
べ
一
三
・
八
％
減
り

四
千
五
百
三
十
七
人
と
な
り
ま
し
た

　
総
人
口
に
対
す
る
農
家
人
口
の
割

合
は
一
・
二
％
減
で
八
七
・
六
％
で

わ
ず
か
な
が
ら
農
家
人
口
も
減
っ
て

い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

※上限は総農家数

第2種兼業農家

第1種兼業農家

専業農家

5550454035

2．000人

1．500人

1．000人

500人

昭25
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「
ギ
ッ
ク
リ
腰
し
は
急
警
運
動
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
腰
部
ね
ん
ざ
な
ど
が
原

因
で
起
る
、
一
種
の
急
性
腰
痛
症
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
治
療
に
使
う
ツ
ボ
は
、
陽
陵
泉
（
よ
う

り
ょ
う
せ
ん
）
と
陽
関
（
よ
う
か

ん
）
、
そ
れ
に
陰
谷
（
い
ん
こ
く
）

で
す
。
陽
陵
泉
は
ヒ
ザ
の
下
約
三

仕
、
の
所
で
、
小
指
側
に
あ
る
　
骨

小
頭
と
い
う
骨
の
出
張
り
の
真
下

に
あ
る
ツ
ボ
で
す
。

　
昔
か
ら
筋
や
腱
の
病
気
、
上
半

身
の
熱
・
腫
・
痛
み
な
ど
ほ
か
に

表
わ
れ
た
症
状
を
取
除
く
場
合
の

治
療
点
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
陽
関
と
は
、
ヒ
ザ
を
直
角

に
曲
げ
た
と
き
に
そ
の
裏
側
に
で

き
る
「
摸
紋
」
と
い
う
し
わ
の
外

側
（
小
指
側
）
の
先
端
に
あ
る
ツ

ボ
の
こ
と
で
、
そ
の
反
対
側
つ
ま

り
親
指
側
の
横
紋
の
先
端
に
あ
る

ツ
ボ
を
陰
谷
と
い
い
ま
す
。

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
治
療
法
と
し
て

は
こ
の
三
つ
の
ツ
ボ
を
「
タ
、
、
ハ
コ

灸
」
で
、
七
回
づ
つ
刺
激
す
る
の

が
最
も
簡
単
で
、
し
か
も
確
実
に

効
き
ま
す

タ
バ
コ
灸
の
し
か
た

　
や
り
方
は
、
ま
ず
ツ
ボ
の
位
置

を
確
め
、
イ
ン
ク
な
ど
で
印
を
つ

け
、
火
の
つ
い
た
タ
、
、
ハ
コ
を
ッ
ボ

に
対
し
直
角
に
な
る
よ
う
に
し
て

ツ
ボ
か
ら
π
．
ほ
ど
離
し
て
熱
く
な
る
ま

で
あ
ぶ
り
ま
す
。

　
熱
く
な
っ
た
ら
離
し
て
、
も
う
一
度
熱

く
な
る
ま
で
あ
ぶ
り
、
こ
れ
を
七
回
繰
返

し
ま
す
。

クリ腰“は：タソパコ灸でも治る
この度、座間市に住む滝沢松太郎さんから「ギックリ腰」の治療法について、ご寄稿いただきましたのでご紹介します。

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
場
合
は
、
ま
ず

タ
バ
コ
を
二
本
用
意
し
ま
す
。
そ

れ
か
ら
右
足
の
ヒ
ザ
を
直
角
に
曲

げ
て
、
陽
関
と
陰
谷
を
同
時
に
あ

ぶ
り
ま
す
こ
れ
を
七
回
繰
返
し
た

ら
、
次
は
左
足
も
同
じ
よ
う
に
七

回
あ
ぶ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
陽
陵
泉
を
同
じ

よ
う
に
七
回
刺
激
し
て
下
さ
い
。

そ
う
す
る
と
、
軽
い
も
の
な
ら
一

～
二
回
で
効
果
が
表
れ
、
重
い
人

で
も
一
日
三
回
づ
つ
、
二
～
三
日

続
け
る
と
ほ
と
ん
ど
治
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
は
習
慣
性
に
な
り

易
い
の
で
、
腰
痛
が
治
っ
て
も
再

発
防
止
の
た
め
に
、
一
～
二
週
間

は
続
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
も
し
、
そ
れ
で
も
治
ら
な
い
よ

う
な
と
き
は
、
も
っ
と
重
大
な
原

因
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
は
、
そ
れ
以
上
自
分
で

治
療
す
る
の
は
控
え
て
、
専
門
医

に
診
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

予
防
に
は
「
金
魚
体
操
』
を

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
は
、
運
動
不
足
が

遠
因
で
起
る
こ
と
が
か
な
り
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
腰
を
動
か
す
運

国
調

人
　
ロ

　50
年
夫Lヒ
ロ

覆12．6

籍％
窪減
ヤの
　5182
　人

　
去
る
十
月
一
日
現
在
で
行
っ
た
国

勢
調
査
に
よ
る
松
之
山
町
の
人
口
（
概

数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
正
式
発
表
は
、
こ
と
し
の
暮
隔
、
一
ろ

に
な
る
見
通
し
で
す
。

　
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
の
は
、
概
数

な
の
で
、
正
式
発
表
の
そ
れ
と
は
必

ず
し
も
一
致
し
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
総
数
が
五
千
百

八
十
二
人
、
男
二
千
五
百
二
十
六
人

女
二
千
六
百
五
十
六
人
で
し
た
。

　
人
口
の
移
り
変
り
は
、
大
正
九
年

に
笥
一
回
を
実
施
し
て
以
来
昭
和
二

世帯数
2，200

十
二
年
に
一
万
二
千
二
百
四
十
六
人

と
こ
れ
ま
で
の
最
高
で
し
た
。

　
こ
の
年
ま
で
わ
ず
か
な
が
ら
増
え

続
け
て
き
た
人
口
も
、
次
の
昭
和
二

十
五
年
か
ら
は
、
反
対
に
減
り
始
め

た
の
で
す
。

　
前
回
、
昭
和
五
十
年
に
は
五
年
間

で
二
〇
％
を
超
え
る
減
少
を
示
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
年
か
ら
の
十
年

間
に
三
千
人
、
三
五
％
も
減
っ
た
こ

と
に
な
り
、
こ
の
原
因
と
し
て
は
①

地
す
べ
り
②
豪
雪
③
職
場
の
不
足
④

米
の
生
産
調
整
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す

2．000

1．900

1．800

1．700

　
な
お
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
人
口
が
、

太
平
洋
側
で
増
え
、
日
本
海
側
で
は

減
る
と
い
う
現
象
「
過
密
・
過
疎
」

が
起
り
始
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
五
年
間
で
は
一
二

・
六
％
減
で
、
過
去
十
五
年
間
を
五

年
ご
と
で
見
る
限
り
、
減
り
か
た
が

や
や
鈍
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
は
、
最
近
全
国
的
な
傾
向
と

し
て
み
ら
れ
る
．
U
タ
ー
ン
現
象
”

の
結
果
か
、
ど
う
か
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
、
世
帯
数
を
み
る
と
、
や
は

り
昭
和
二
十
二
年
が
最
高
で
、
減
少

率
は
昭
和
五
十
年
に
十
二
％
を
記
録

し
ま
し
た
。

　
一
世
帯
当
り
の
人
口
は
、
核
家
族

化
に
よ
る
減
少
で
な
く
、
こ
れ
も
過

疎
に
よ
る
減
少
の
よ
う
で
す
．

1，600

1，500

総人ロ
世帯数の移りかわり

　　＼　　　＼
　　　、、

℃
、

卿一鴨

、
O

、

、

　、

　、

　　＼

＼’、、

、
o
、
、
　、

　　、、

＼・、

一総人ロ
ー。一世帯数

I　l．000人

10．000人

9．000人

8．000人

7．000人

6．000人

22　30　35　40　45　50　55

　総人口

12．000人

5，000人

　　　　昭
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鋤
霧
儲
誌
鹸
脇
α
謹
ツ

甥
犠
鰭
が
け
て
お
≦
．
と
ギ

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
予
防
運
動
に
「
金
　
、

魚
躰
操
峯
“
ガ
繭
約
慧
サ
紹
に
銅
は
ー

纏
雛
鞠
鋸
馨

熱
熱
鍵
腰
糞
慰
響
で

防
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
神
経
痛
撒

な
ど
も
驚
く
ほ
ど
よ
く
治
り
ま
す

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
は
、
急
激
な
運
動

を
腰
に
与
え
た
場
合
に
よ
く
起
る

の
で
重
い
物
を
持
ち
上
げ
る
と
き

涯
秘
だ
義
ん
慕
逸
げ

る
と
粉
、
棚
の
上
の
物
簸
噴
と

“㎝撫
離
　
灘
麟
簿
繍
灘
灘

　
こ
の
体
操
を
毎
日
続
け
る
と
、
全
身
の

筋
肉
が
強
く
な
っ
て
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
が
予

「ツボ」の位置

①陽関（外側）

淑繁（　）
●

弘●

／
荊

4灸のしかたr一
●ツボに印をつける

●火のついたタバコを直角に

●離して、熱くなるまであぶる

の繰返しを7回ほど行う

，レ訴③②1

＼
、

農家の減少率

三省地区で目立つ

◇昭55・農林業センサスの結果◇

　
五
十
五
年
二
月
一
日
現
在
で
行
っ

た
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
松
之
山
町
の
農
家
数
は
五

年
前
に
比
、
べ
、
百
四
十
二
戸
（
一
〇
・

総農家数・専兼別農家数の推移

九
％
）
減
り
ま
し
た
凶

　
過
去
三
十
年
間
の
推
移
で
は
、
四

十
五
年
か
ら
五
十
年
ま
で
の
五
年
間

に
二
百
三
十
八
戸
（
一
五
・
四
％
）

減
っ
た
の
が
最
高
で
、
そ
れ
に
次
ぐ

減
り
方
で
し
た
。

　
こ
の
十
年
間
の
模
様
は
、
三
百
八

十
戸
減
（
二
四
・
七
％
）
と
な
り
、

一
年
平
均
三
十
八
戸
減
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
別
の
減
少
率
で
み
る

と
、
①
三
省
一
六
・
六
％
②
浦
田
一

五
・
三
％
③
東
川
二
・
九
％
④
松

里
六
・
○
％
⑤
松
之
山
五
・
五
％
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
減
っ
て
い
く
反
面
、
兼
業

農
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
第
一
種
兼
業
農
家
（
農
業
を

主
体
と
す
る
農
家
）
が
♪
全
体
の
三

〇
・
四
％
、
第
二
種
兼
業
農
家
（
農

業
以
外
を
主
体
と
す
る
農
家
）
が
五

八
・
九
％
と
な
り
ま
し
た
。
残
り
の

一
〇
・
七
％
が
専
業
農
家
で
す
。

　
こ
れ
を
過
去
十
年
間
の
う
ご
き
を

み
る
と
、
専
業
農
家
が
四
十
五
年
の

百
五
十
三
戸
か
ら
百
二
十
四
戸
（
一

九
％
）
、
第
一
種
兼
業
農
家
が
八
百

三
十
一
戸
か
ら
三
百
五
十
四
戸
五

七
・
四
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
っ
た
の
に

対
し
、
第
二
種
兼
業
農
家
は
五
百
五

十
八
戸
か
ら
六
百
八
十
四
戸
と
百
二

十
六
戸
（
ニ
ニ
・
六
％
）
も
増
え
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
農
家
人
口
は
、
前
回
（
五
十

年
調
査
）
に
比
べ
一
三
・
八
％
減
り

四
千
五
百
三
十
七
人
と
な
り
ま
し
た

　
総
人
口
に
対
す
る
農
家
人
口
の
割

合
は
一
・
二
％
減
で
八
七
・
六
％
で

わ
ず
か
な
が
ら
農
家
人
口
も
減
っ
て

い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

※上限は総農家数

第2種兼業農家

第1種兼業農家

専業農家

5550454035

2．000人

1．500人

1．000人

500人

昭25
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　麻しん（はしか）予防注射

〉とき　3月末日〉対象児　2歳児（昭53・4・2～昭54・4・1生）＞そ

の他　個人通知します。

　乳幼児検診

〉とき　3月末日〉封象兄　2歳児（昭53・3・1～昭56・2・28生）②1．5

歳児（昭54・2・1～昭54・7・31生）③3歳児（昭52・4・2～昭52・9・30

生）レその他　個人通知します。

　国保の「保険証」が変ります・…4月から

　保険証が4月1日から新しくなります。3月中に総代さんを通じて、

今までのものを回収します。更新後は、古いものは使えません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一福祉係一

　　　　　　　　　　　　　　　　“現況届犠を忘れずに！！“現況届犠を忘れずに！！

　国民年金は、誕生月に

　農業者年金は、3月中に

　どの年金も、それぞれの時期に

近くなると、受給者のお手もとに

届きます。これを忘れて提出され

ないと、それ以降の年金は支給さ

れません。

　届いたら、早目に手続きし．てく

ださい。

　蓄慧ありがとう

　　　　＞町社会福祉協議会＜1

0小谷部落（故早川漢芳さんの遺

産）…・…・…・…・…920万円

o福原庄治さん（故福原乙吉さん

の遺産〉天水越……　…・50万円

○猪俣貞一郎さん（香典返し）松

之山・………・・…・…・8万円

○志賀昭二郎さん（〃）松之山・・

　　　　　　　　　　　・5万円

○布施源一郎さん（〃）黒倉・…

　　　　　　　　…・1，350円

○福原寿春さん（”）小田原市・・

　　　　　　　　……・5万円

う
ぶ
声

田
辺
　
光
（
（
光
間
・
道
博
の
長
男
）

相
沢
靖
子
（
下
蝦
池
・
良
二
の
長
女
）

佐
藤
邦
洋
（
北
浦
田
・
主
｝
の
長
男
）

新
婚
さ
ん

「火葬」の日どりは、ます役場へ

　火葬の日どり・時間の決定は、

まず係にご連絡願います。特に夜

間・早朝の火葬はご遠慮くださる

ようお願いします。（台3131一保

健衛生係）

“印かん登録証犠を持参

　印かん証明の方法が1月から変

りました。証明書が必要な方は、

「印かん登録証』を忘れずにご持

参下さい。

“春先き犠除雪にもご協力を

　この冬の道路除雪において、道

路ぞいの方、雪捨て場の地主さん

など多くの方からご協力とこ理解

をいただき厚くお礼申し上げます

　やがて「春先き除雪」の時期を

迎えますが、近年にない積雪のた

め、一層のこ協力をお願いします

蕪
乳
．
．
）

お
く
や
み

高
橋
慶
一
郎
働
（
天
水
島
・
山
本
）

小
口
　
ト
ラ
働
（
松
之
山
・
和
助
）

　
今
冬
「
青
少
年
除
雪
行
動
隊
」
と

し
て
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
”
若
き
力
”

は
、
次
の
方
々
で
す
。
　
（
順
不
同
）

小
山
清
（
新
山
）
相
沢
恵
一
（
松

之
山
）
久
保
田
吉
弘
（
曽
根
）
村
山

一
雄
（
湯
本
）
村
山
恵
・
一
（
松
之
山
）

小
口
栄
（
松
之
山
V
相
沢
正
平
（
小

谷
）
相
沢
秋
男
（
小
谷
）
相
沢
重
美

（
小
谷
）
相
沢
秀
男
（
水
梨
）
佐
藤

　
至
（
天
水
越
）
村
山
武
雄
（
湯
本
）

保
坂
美
智
男
（
豊
田
）
保
坂
久
美
夫

（
〃
）
本
山
利
明
（
上
の
山
）
丸
山

い
ず
み
（
〃
）
江
口
良
子
（
曽
根
）

本
山
敏
雄
（
藤
原
）
畔
上
達
夫
く
上

の
山
）
久
保
田
保
（
湯
之
島
）
若
月

正
富
（
〃
）
南
雲
　
司
（
西
之
前
）

佐
藤
良
子
（
中
立
山
）
久
保
田
雅
夫

（
曽
根
）
小
林
哲
（
湯
山
）
高
波

　
悟
（
松
口
）
村
山
修
一
（
松
之
山
）

植
木
庄
次
（
兎
口
）
設
楽
長
栄
（
上

（
〃
）
佐
藤
四
郎
（
〃
）
高
橋
正
信

（
天
水
島
）
高
橋
八
重
子
（
〃
）
福

原
則
子
（
天
水
越
）
高
橋
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　　　　56．2．1現在

　男　2，561人（△86）

　女2，666人（△65）

　計5，227人（△151

世帯数1，424人（△21）

（　）内は前年同日比
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